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Ⅰ. 本校の研究開発構想の概要（抜粋） 

(1) 研究開発構想名 
グローバル・䝬ネジ䝯ント力をഛえたリーダー䛾育成計画 

(2) 研究開発の⽬的・⽬標 
１）目的: 

国際的な課題について，ステークホルダーがＷin-Ｗin 䛾関係となるような提案を行う力で䛒るグローバ

ル・䝬ネジ䝯ント力をഛえたリーダーを育成するため䛾教育課程䛾研究開発。 

２）目標 

生徒に対し，次にᥖげるグローバル・䝬ネジ䝯ント力を育成することを┠ᶆとする。 

䐟 高い社会貢献意識 

䐠 国際的課題について䛾多㠃的な視点と῝い理ゎ 

䐡 国際的課題について⪅と連携・༠ㄪしつつ᥈究する力 

䐢 ステークホルダーがＷin-Ｗin 䛾関係となるよう柔軟かつ創造的な提案を行う力 

䐣 高いレベル䛾コミュニケーション・ツールとして䛾英語力 

(3) 研究開発の概要 
䐟 課題研究䛾研究領域として国連グローバル・コンパクト䠄௨ୗ，䠣䠟䠅䛾䠐ศ㔝(ປാ，⎔ቃ，人権，

⭉ᩋ㜵Ṇ)を取り上げ，䠣䠟参画企業と䠪䠣䠫䛾取組䛾比較，及び，䠣䠟䛾取組に係る日米比較と

いう手法により多㠃的な視点を育むため䛾指導法を研究開発する。 

  䚓立ሙ䜔ᐖが対立する領域を課題研究䛾対㇟とする 㼦 

䐠 国連・大学・企業・䠪䠣䠫と連携し，䝣䜱ール䝗ワーク等を通じ研究⪅・ᐇ㊶家䛾生き方に┤᥋ゐれ

ることにより，高い社会貢献意識と䠣䠟に係る῝い理ゎを育むとともに，高いレベル䛾コミュニケー

ション力として䛾英語力を向上させため䛾効果的な研修計画を研究開発する。 

  䚓国際的課題に取り組む大人䛾ጼにゐれる 

䐡 生徒がいに༠力しながら連携機関等より㐺切に指導・支援を受け，ᚲせな情報を収㞟・ศᯒ・

ᩚ理する力を㌟につけることができる指導法を研究開発する。 

  䚓外部䛾教育㈨※䛾導入とㄽ理的ᛮ⪃をಁす指導法䛾研究 

䐢 上記䐟䡚䐡を通じ，ステークホルダーがＷin-Ｗin 䛾関係となるよう柔軟かつ創造的な提案を行え

る力を生徒に育むため䛾教育課程を研究開発する。 

  䚓䠏年㛫で、䛂▱る䛃、䛂ㄪ䜉る䛃、䛂提案する䛃へと発展させる学⩦ሙ㠃䛾提౪ 

(4) 学校全体の規模（平成 26 年度現在） 
᪥ไࡢ 
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(㻡) 研究開発の内容等 
１）全体について 

㻭. ⌧≧䛾ศᯒ䛸ㄢ㢟 

ᮏ校に䛚いて䛿䠈国際ᩥ⛉に䛚䛡る課題研究の㉁をྥୖ䛥䛫䠈国際的課題に高い関ᚰを䜒つேᮦ⫱

成の〈㔝をᣑ大するとと䜒に䠈䜾ロー䝞ル・䝸ー䝎ーを⫱成することが課題で䛒る䚹その䛯䜑䠈国際ᩥ⛉に

䛚䛡る課題研究の㡿ᇦに国連䜾ロー䝞ル䝁䞁䝟クト（䠣䠟）䠐ศ㔝を取りධ䜜䠈䠣䠟課題研究䝁ー䝇をタ⨨す

るᚲ要が䛒る䚹䜎䛯䠈１・２年次について䛿そ䜜䛮䜜の発㐩ẁ㝵にᛂ䛨䛯䝔ー䝬をᥦ♧すること䠈䠏年次につ

いて䛿ⱥㄒで発表・ウㄽする䛯䜑の㑅ᢥ⛉目をᣑ大することがᚲ要で䛒る䚹ຍ䛘て䠈ᮏ校が䠯䠯䠤に䜘り研

究開発して䛝䛯䠈課題研究ᮇに䛚䛡る指導ἲをᛂ⏝することがᚲ要で䛒る䚹 

 

㻮. ◊✲㛤Ⓨ䛾௬ㄝ 

௬ㄝ１䠊 国際ᩥ⛉の生ᚐを対象とする䚹課題研究がᮏ᱁する２年次௨㝆について䛿䠈䠣䠟にಀる課題

研究の䝁ー䝇をタ⨨し䠈ྠ䝁ー䝇を指導するᩍဨ䝏ー䝮を組織することがᚲ要で䛒る䚹䜎䛯䠈生ᚐの

体ᛶを⫱みつつ䠈発㐩ẁ㝵にᛂ䛨䛯䝔ー䝬を♧す䚹そ䜜に䜘り䠈䜾ロー䝞ルな課題に対する高い

関ᚰと῝い理解を䜒つேᮦ⫱成の〈㔝のᣑ大と䜾ロー䝞ル・䝸ー䝎ーの⫱成をඹに㐩成することが

で䛝る䚹 

௬ㄝ２䠊 䠣䠟に関䜟る䝇䝔ーク䝩ル䝎ーそ䜜䛮䜜のᐖ関ᚰについて学䜃䠈企業と䠪䠣䠫䠈及䜃䠈日・⡿の

取組について生ᚐがẚ㍑対↷するとと䜒に䠈ᆅᇦの企業ᐙ等のᨭをཷ䛡䠈ᐇ生άとの関䜟りの中

で課題研究を⾜う組みをつ䛟るᚲ要が䛒る䚹そ䜜に䜘り䠈⌧ᐇに༶し䛯䠈ᰂ㌾䛛つ㐀的なᥦを

⾜䛘る䜘うになる䚹 

௬ㄝ䠏䠊 䠣䠟䜔䜾ロー䝞ルな課題に取り組䜐ே䛯䛱と┤᥋ゐ䜜䛒うᶵ会䜔ぢ学・ᐇ⩦をከ䛟取りධ䜜ること

がᚲ要で䛒る䚹特に䠈中間発表会ᚋの研究ᮇにそうすることに䜘り䠈生ᚐ䛿䝰䝏䝧ー䝅䝵䞁を⥔

ᣢするとと䜒に㐍㊰䜔生䛝᪉についてᛮ⣴を῝䜑る䚹 

௬ㄝ䠐䠊 いにษ☩⌶☻する䜘うな䝸ー䝎ーᒙを⫱て䠈の生ᚐを≌ᘬする組みをつ䛟るᚲ要が䛒る䚹そ

のことに䜘り䠈ඃ䜜䛯ពḧ・⬟ຊを᭷する生ᚐを⫱成・ᨭすることがで䛝る䜘うになる䚹 

 

2䠅課題研究について 

㻭. ◊✲㡿ᇦ 

䠣䠟の䠐ศ㔝で䛒る「ேᶒ」「ປാ」「⎔ቃ」「⭉ᩋ㜵Ṇ」をタᐃする䚹この研究㡿ᇦ䛿䠈ᮏ校がすでに国際

ᩥ⛉の課題研究に䛚いてከ䛟の生ᚐが取りୖ䛢て䛝䛯䜒ので䛒る䚹この㡿ᇦを᫂♧することに䜘り䠈生ᚐ

がこ䜜䜎で௨ୖにල体に䝔ー䝬をタᐃすることがで䛝䠈研究の㉁がྥୖすると⪃䛘ている䚹 

㻮. 㐃ᦠᶵ㛵䠈ཬ䜃䠈㐃ᦠ䛾ෆᐜ 

䖣課題研究に䛚いて䛿䠈次のᶵ関等と連ᦠする䚹 

・国際連ྜ日ᮏ௦表㒊（௨ୗ䠈国連） 

・大㜰大学国際බඹᨻ⟇研究⛉（௨ୗ䠈㜰大） 

・関す学院大学「国連䝴ー䝇䝪䝷䞁䝔ィ䜰」ὴ㐵日ᮏカ⦎䝉䞁䝍ー（௨ୗ䠈関学） 

・䜾ロー䝞ル・䝁䞁䝟クト・ジ䝱䝟䞁・䝛䝑トワーク（௨ୗ䠈䠣䠟ジ䝱䝟䞁） 

・䜰ジ䜰・ኴᖹὒேᶒሗ䝉䞁䝍ー（௨ୗ䠈䝠ュー䝷䜲䝒大㜰） 

・大㜰ᗓ中ᑠ企業ᐙྠ会䝤ロ䝑ク（௨ୗ䠈ྠ会） 

・㻭㼚㼠㼕㻙㻰㼑㼒㼍㼙㼍㼠㼕㼛㼚 㻸㼑㼍㼓㼡㼑（中യྠ┕䚹௨ୗ䠈䠝䠠䠨）  （こ䜜䜙のᶵ関等を⥲⛠し௨ୗ䠈大学等） 
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䖣連携䛾内ᐜについて䛿，次䛾通りで䛒る。 

・国連䈈本校䠑ᮇ生䛾⏣㝯一Ặ䠄ඖ国連開発計画務䠅と連携し，ニュー䝶ーク研修時に，日本代

表部より国際的な課題，及び，䠣䠟についてごㅮ⩏いただく。 

・阪大䈈ⶈ生㑳代教ᤵにご༠力いただき，年度ᮎにᐇする課題研究発表大会においてご指

導・ご助言いただく。また，同研究科がദする次䛾行事等についてご案内いただき，本校生に参

ຍさせる。 

䐟 国際的課題に係るㅮ₇会 

䐠 サ䝬ー䜻ャンプ䠄全国高校生を対㇟とした国際的課題について䛾ᐟἩ研修会䠅 

䐡 高校生を対㇟とした国際බඹ政⟇学会，等 

・関学䈈同大学䛂国連䝴ース䝪ランテ䜱ア䛃ὴ㐵日本カ⦎センターと連携し，開発㏵上国等において

䝪ランテ䜱アに取り組んだ学生によるごㅮ₇，及び，本校生䛾課題研究へ䛾ご指導・ご助言をいた

だく。ᐇ時ᮇについて䛿，中㛫発表会௨後䛾課題研究䛾展開・発展ᮇとする。 

・䠣䠟ジャパン䈈同事務局を通じ，ᅋ体として本校生䛾課題研究に対しご指導・ご助言いただくことに

ついてごᢎㄆいただいている。」ᩘ䛾企業䛾ごᢸᙜ⪅より，それぞれ䛾具体䛾活ືについて䛾ご

ㅮ⩏，及び，課題研究中㛫発表会におけるご指導・ご助言をいただく。 

・ヒューライツ大阪䈈ジ䜵䝣䜯ー䝋ン・プランテ䜱リアẶ䠄௵研究員䠅と連携し，本校䠍年生対㇟に，⣙

䠑日㛫䛾研修会䠄日ᖐり䠅をᐇすることとしている。テー䝬䛿，䠣䠟䛾意⩏，ᕷẸ䛾立ሙから䠣䠟に

ᮇᚅするも䛾，及び，ඃれた企業䛾取組について䛾⤂で䛒る。また，中㛫発表会において指導

とホ౯もしていただく。 

・同友会䈈同䝤ロック事務局を通じ，中㛫発表会௨後䛾課題研究䛾展開・発展ᮇにおいて，本校

生による企業ゼၥ受け入れ・䝣䜱ール䝗ワークと，インタ䝡ュー等に対するご指導をいただく。 

・䠝䠠䠨䈈ニュー䝶ーク研修時に，多㠃的な視点をもつこと䛾意⩏，課題研究䝏ーム等㞟ᅋ内䛾༠力

関係を高めるため䛾ス䜻ル等について，参ຍ体㦂ᆺ学⩦によりご指導いただく。また，ニュー䝶ーク

研修において䛿，ターニャ・䜸ダムẶ䠄G㼘o㼎a㼘 Di㼢e㼞㼟ity and 㻵n㼏㼘u㼟ion and 㻱du㼏ation 㻯on㼟u㼘tant and 

㻱㼤e㼏uti㼢e 㻯oa㼏㼔䠅と連携し，生徒が，䠣䠟䜔企業䛾社会的㈐௵䠄䠟䠯䠮䠅᥎㐍に取り組む米国企業を

ゼၥし，䝣䜱ール䝗ワーク䜔インタ䝡ュー等を行えるよう企画する。 

 

㻯㻚㻌ྛᏛᖺ䛾ㄢ㢟◊✲㻌

䛆䠍ᖺḟ䛇㻌

㻌 䞉ㄢ㢟◊✲䛾┠ⓗ㻌

䐟 課題設定からㄽ文స成まで䛾指導法䛾研究開発。 

䐠 国際文科䛾生徒䠍䠒䠌ྡ全員䛾，グローバルな課題と，䠣䠟，及び，研究領域に対する▱識・関

心を向上させること。 

䐡 グローバルな課題と䠣䠟について高い関心をも䛱，課題研究においてඃれた意ḧ・⬟力を᭷する

生徒を育成すること。 

䞉௬ㄝ䛸䛾㛵ಀ䛸ᮇᚅ䛥䜜䜛ᡂᯝ㻌

䐟 生徒䛾⮬発性を育みつつ，䠍年次䛾発㐩段階にᛂじたテー䝬を設定することにより，㝈られた時

㛫内に質䛾高いㄪᰝ研究が行えるようになる。また，課題設定からㄽ文స成まで䛾▱識・ス䜻ルが

向上するため，課題研究䛾質が向上する。 

䐠 企業䛾取組と䠪䠣䠫䛾取組を比較対↷させることにより，課題研究䛾質が向上する。 
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䐡 䠍年生全員がグローバルな課題と䠣䠟について䛾ᇶ♏▱識を獲得するため，グローバルな課題に

対する高い関心と῝い理ゎをもつ人ᮦ育成䛾〈㔝がᣑ大する。 

䐢 䠣䠟課題研究コースを設置し，同テー䝬に対し意ḧ関心䛾䛒る生徒を㞟めることにより，将来䛾グ

ローバル・リーダーを育成・支援することできるようになる。 

䐣 中㛫発表௨後，研究ᮇにおいて，同友会等関係⪅へ䛾インタ䝡ューを行䜟せることにより，

生徒䛾䝰䝏ベーションを⥔ᣢさせることができる。また，リーダーとして䛾⮬ぬが高まり，将来䛾グロ

ーバル・リーダーとして成長するዎ機となる。 

䛆䠎ᖺḟ䛇㻌

㻌 䞉ㄢ㢟◊✲䛾┠ⓗ㻌

䐟 課題研究と発表䛾質を高めるため䛾指導法䛾研究開発。 

䐠 䠣䠟課題研究コース生徒䛾テー䝬について䛾理ゎをさらに῝めるとともに，大学等関係⪅と連携し，

情報収㞟䜔先行研究についてㄪᰝしたり，䝏ームをうまくとりまとめたりするな䛹，䝬ネジ䝯ント力を

ྵむ課題研究䛾ス䜻ルアップを図ること。 

䐡 特に高い関心をもつ生徒をリーダーとして育成・支援すること。 

䞉௬ㄝ䛸䛾㛵ಀ䛸ᮇᚅ䛥䜜䜛ᡂᯝ㻌

䐟 生徒䛾⮬発性を育みつつ，䠍年次より㞴᫆度䛾高いテー䝬を設定することにより，生徒䛾䝰䝏ベー

ションが高まるとともに，㝈られた時㛫内に質䛾高いㄪᰝ研究が行えるようになり，課題究䛾質が向

上する。 

䐠 企業䛾取組と䠪䠣䠫䛾取組にຍえ，日米䛾取組を比較対↷させることにより，課題研究䛾質が向上

する。 

䐡 䠣䠟課題研究コース・リーダーを中心に，国連本部，䠝䠠䠨等における研修をᐇすることにより，リーダ

ー㛫䛾連ᖏឤがᙉまり，課題研究に対する䝰䝏ベーションがさらに向上する。 

䐢 中㛫発表会௨後，研究ᮇにおいて，同友会等関係⪅へ䛾インタ䝡ューを行䜟せることにより，

生徒䛿，㐍㊰䜔生き方について䛾ᛮ索を῝めるとともに，課題をᐇ生活と䛾関䜟り䛾中で᥈究でき

るようになる。 

䐣 䠏月に，䠣䠟課題研究コース䛾ඃ⚽䝏ームを䠝䠠䠨等にὴ㐵し，インタ䝡ュー等を行䜟せることにより，グロ

ーバルに活㌍したいという䝰䝏ベーションをより高めることができる。 

䛆䠏ᖺḟ䛇㻌

䞉ㄢ㢟◊✲䛾┠ⓗ㻌

䐟 䠏年次䛾㑅ᢥ科┠として，平成䠎䠔年度に䛂グローバル・スタ䝕䜱ー䝈䛃を新設するとともに，生徒が課題

研究䛾内ᐜについて英語により発ಙ・提案し，ウㄽする力を育むこと。なお，指導教員䛿䠣䠟課題研

究コース㑅ᢥ生徒に対し，同科┠，䛒るい䛿，᪤存䛾䛂ト䝢ック・スタ䝕䜱ー䝈䛃を㑅ᢥすることをಁすこ

ととする。 

䐠 䠝䠠䠨と連携し，米国において発表・提案，ウㄽする機会を設けるよう努め，生徒がᾏ外䛾志を同じく

する企業・ᅋ体関係⪅とネットワークを⠏くことができるようにすること。 

䐡 阪大䛾国際බඹ政⟇学会を䛿じめとする研究発表会，䠣䠟等がദする研究会等に参ຍするよう努

めるとともに，全国䛾志を同じくする企業・ᅋ体関係⪅とネットワークを⠏くことができるようにすること。 

䐢 䠰䠫䠡䠢䠨受᳨⪅を䠐䠌ྡ௨上とし，ᾏ外大学へ䛾ダイレクト㐍学⪅を」ᩘྡฟすこと。 
䞉௬ㄝ䛸䛾㛵ಀ䛸ᮇᚅ䛥䜜䜛ᡂᯝ㻌

䐟 䠏年次䛾㑅ᢥ科┠䛾中に，䛂グローバル・スタ䝕䜱ー䝈䠄䠣䠯䠅䛃(䠎༢)を新設する。┠ᶆ䛿，国際的
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な課題をテー䝬として取り上げ，高度な英語によるコミュニケーション力を育成することで䛒る。本校

に䛿すでに，同じ指導法を用いている㑅ᢥ科┠䛂ト䝢ック・スタ䝕䜱ー䝈䠄䠰䠯䠅䛃䠄䠎༢䠅が䛒り，年

䠎䠌䡚䠐䠌ྡが㑅ᢥしている。ᅇ，䠣䠯を新設することにより，グローバルに活㌍することを┠ᶆとす

る生徒ᒙがᣑ大する。 

䐠 䛂䠣䠯䛃と䛂䠰䠯䛃といったᤵ業において，䠣䠟課題研究コース䛾テー䝬を取り上げることにより，同テー

䝬について䛾ᛮ索が῝まるとともに，発表・ウㄽ等を行うためにᚲせな高度な英語力を⩦得できる。 

㸱）ㄢ㢟研究௨እのྲྀ⤌ 

㻭㻚㻌Ꮫᰯタᐃ⛉┠䛂䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇䝍䝕䜱䞊䝈䛃䛾᪂タ㻌

 䠏年次䛾㑅ᢥ科┠として，平成䠎䠔年度に䛂グローバル・スタ䝕䜱ー䝈䠄䠣䠯䠅䛃を新設し，国際的な課題䜔

䠣䠟課題研究コース䛾テー䝬について，高度な英語によりプレ䝊ンテーション䜔ウㄽを行える力を育成する。

また， 䠰䠫䠡䠢䠨 i㻮T 等を活用した指導を行う。 

㻮㻚㻌 䛂䝖䝢䝑䜽䞉䝇䝍䝕䜱䞊䝈䛃䛷䠣䠟➼䜢䝔䞊䝬䛸䛩䜛䛣䛸㻌

 䠏年次㑅ᢥ科┠䛂ト䝢ック・スタ䝕䜱ー䝈䛃䛾指導㡯┠䛾中に，国際的な課題と䠣䠟課題研究コース䛾テー

䝬をᇶにした，英語によるプレ䝊ンテーション䜔ウㄽを取り入れる。 

㻯㻚㻌 䠥䠟䠰ᶵჾ➼䜢ά⏝䛧䛯㌿ᤵᴗ䛸ᩍ⛉ᣦᑟ㻌

 䠍年次䛂英語文法䛃・䠎年次䛂英語ライテ䜱ング䛃において䠍年㛫䛾ᤵ業ᫎീを〇సし，㌿ᤵ業をᐇ。英語・

国語・ᆅṔබẸ・理科等において䠥䠟䠰機ჾ・視⫈ぬ機ჾを効果的に活用する。 

㻰㻚㻌 䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝸䞊䝎䞊⫱ᡂ䛻㛵䛩䜛⎔ቃᩚഛ䠈ᩍ⫱ㄢ⛬ㄢእ䛾ྲྀ⤌ෆᐜ䞉ᐇ᪉ἲ㻌

・全員対㇟ᾏ外研修᪑行䛾ᐇ 

引続き，国際文科䛾全生徒䠄䠍䠒䠌ྡ䠅に，䠎年次，䜸ーストラリアにおいて，䠑日㛫䛾ホームステイを㍈と

した研修᪑行をᐇする。 

・国際理ゎㅮᗙ䛾開ദ 

䠍・䠎年次に，国際文科䛾生徒全員を対㇟に，䠦䠥䠟䠝⫋員等をᣍき，国際理ゎㅮᗙを行う。平成䠎䠒

年度について䛿，ハワイ大学教ᤵをᣍき，ㅮ₇会をᐇした。後引き続き，外部ㅮᖌによる研究会等

をᐇする。 

・ᾏ外䛾高校生と䛾ὶ 

長・▷ᮇ␃学生を✚ᴟ的に受け入れる。䠄ẖ年䠏䠌ྡ௨上䠅ハイスクール・䝕䜱プロ䝬ッツὶ䠄全米㑅

ᢤ生徒と䛾ὶ䠅，大阪府カリ䝣䜷ルニア友ዲὶ䠄日本語を学⩦している生徒と䛾┦ὶ䠅，日高

校生ὶ䠄䝣ランス䛾日本語・日本文を学⩦している生徒と䛾┦ὶ䠅等，ᾏ外高校生と䛾ὶと

ウㄽ会をᐇする。後，௨上䛾取組を⥅続する。 

 

(㻢) 研究開発ੑ・௬ੑ 
1)㻌➨୍ᖺḟ(2㻜1㻡 ᖺᗘ)㻌

㻭㻚㻌◊✲㛤Ⓨィ⏬㻌

䐟 課題設定からㄽ文స成まで䛾指導法䛾研究開発 

a㻚 䛂᥈究ᇶ♏䛃䛾教育課程における導入部ศ䠄䛂Ẽ䛵き䛃䛂課題設定䛃䛂ㄪᰝ計画䛃䠅について平成䠎䠑年度開発

したも䛾を改善するとともに，後༙ 䛾指導法について ウ᳨し，⟇定する。 

㼎㻚䛂᥈究ᇶ♏䛃及び䛂᥈究䛃䛾教育課程における䠣䠟課題研究コースに係る指導・支援方法について᳨ウし，

⟇定する。 
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㼏㻚 䠣䠟課題研究コース㑅ᢥ生徒が䠔䠌ྡ௨上となるようなാきかけ方について研究する。 

d㻚 中㛫発表会௨後䛾䛂ᮇ䛃における指導法について研究開発する。 

䐠大学等と䛾連携計画について䛾┦ㄯとㄪᩚ 

e㻚大学等と䛾連携について，関係機関とㄪᩚし，年㛫計画をస成する。 

f㻚グローバル課題・䠣䠟について，指導教員対㇟䛾研修をᐇする。 

g㻚䠣䠟課題研究コースに意ḧ・関心を᭷する䠍年生⣙䠍䠌ྡによるニュー䝶ーク研修をᐇするとともに，⌧

ᆅにおいて国連・䠝䠠䠨等と研修内ᐜについて༠㆟する。 

䐠 䛂䠣䠯䛃䛾指導法，及び，䛂䠰䠯䛃における䠣䠟䛾導入方法䛾研究開発 

・䛂䠣䠯䛃䛾指導法，及び，䛂䠰䠯䛃における䠣䠟䛾導入方法を研究開発する。 

䐡 国際性とコミュニケーション・ツールとして䛾英語力を向上させる取組 

・国際文科䛾ᾏ外研修が質䛾高いも䛾となるよう計画する。 

䐢 䛂᥈究ᇶ♏䛃に係るᐇ㊶等䛾英語∧報告をస成し，学校ホーム䝨ージにアップロー䝗する。 

 

㻮㻚㻌ホ౯ィ⏬㻌

䐟 課題設定からㄽ文స成まで䛾指導法䛾研究開発 

㼍㻚 䛂᥈究ᇶ♏䛃䛂᥈究䛃䛾教育課程，及び，䠣䠟課題研究コースに係る指導・支援方法，中㛫発表௨後䛾

䛂ᮇ䛃における指導法が⟇定できたか䛹うかによりホ౯する。 䠄䛂᥈究䛃について䛿，平成䠎䠓䡚䠎䠔

年度䛾䠎年㛫で開発する。䠅 

㼎㻚 䠣䠟課題研究コース・リーダーを発᥀できたか䛹うかについて，指導教員によるほᐹ等によりホ౯する。 

䐠 大学等と䛾連携計画について䛾┦ㄯとㄪᩚ 

・ 大学等と䛾連携計画について⟇定できたか䛹うかによりホ౯する。 

䐡 䛂䠣䠯䛃䛾指導法，及び，䛂䠰䠯䛃における䠣䠟䛾導入方法䛾研究開発 

・ 䛂䠣䠯䛃䛾指導法，及び，䛂䠰䠯䛃における䠣䠟䛾導入方法を開発できたか䛹うかによりホ౯する。䠄平成䠎

䠓䡚䠎䠔年度䛾䠎年㛫で開発する。䠅 

䐢 国際性とコミュニケーション・ツールとして䛾英語力を向上させる取組 

・ 国際文科䛾䠎年次䛾ᾏ外研修が高い質となるよう計画されたか䛹うかによりホ౯。 

䐣 䛂᥈究ᇶ♏䛃に係るᐇ㊶等䛾英語∧報告をస成し，学校ホーム䝨ージにアップロー䝗する。 

・ 䛂᥈究ᇶ♏䛃に係るᐇ㊶を中心とした英語∧報告がస成され，学校ホーム䝨ージにアップロー䝗され

たか䛹うかによりホ౯する。 

(㻣) 研究開発成ટのपঢ়घॊੌ 
ᅜࡢ㹑㹅㹆ᰯࡿࡼ㹑㹅㹆⏕ᚐ◊✲Ⓨ⾲ཧຍࡋ㸪ཱྀ㢌Ⓨ⾲ࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ㸪ᗓෆࡢ㧗ᰯཬ

⫱ࢆ᥈✲ຊࠕࡓࡋ✲◊㛤Ⓨࡀ㸪ᮏᰯࡋ㛤ദࢆᐇ㊶ሗ࿌ࡢ⤌ྲྀࡢ㸪ᮏᰯ㇟ᑐࢆᅜ㹑㹅㹆ᰯࡧ

ᡂࡿࡍᣦᑟἲ࣭ᩍᮦ㞟 ᣦᑟἲ࣭ᩍᮦ㞟ࠖࡿࡵ㧗ࢆⱥㄒຊࡢ࡚ࡋ࣮ࣝࢶ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠕࠖ

࠸ࡘࡽࢀࡑࠋࡿࡍ㸪㓄ᕸࡋసᡂࢆሗ࿌᭩ࡋド᳨ࢆᡂᯝࡢ➼⾜㸪◊ಟ᪑ࡓࡲࠋࡿࡍ㓄ᕸࡋసᡂࢆ

࡚㸪ᮏᰯ࡚࠸࠾ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ሗᥦ౪ࠋࡿࡍ 
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(㻤) 研究開発ੌ௶の概要（৽৶ಉのহਜ૪৶体ुஅि） 
1䠅䠯䠣䠤㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㻌

䠯䠣䠤研究開発事業䛾運営に関し，専門的見ᆅから指導，助言にᙜたる。学校教育に専門的▱識を᭷

する⪅，学識⤒㦂⪅，関係行政機関䛾⫋員等，➨୕⪅によって組⧊する。 

2䠅䠯䠣䠤ጤဨ㻌

䠯䠣䠤研究開発事業全⯡について，企画，運営，ᐇ，研究開発，ண⟬編成等をᢸᙜする。ワー䜻ング

グループを設け，各業務にᙜたる。 

3)ㄢ㢟◊✲䝁䞊䝇ᣦᑟᩍဨ䝏䞊䝮㻌

䠣䠟課題研究コース，及び，そ䛾䛾課題研究を指導する教員によりᵓ成する。指導法・ホ౯᳨ド方法

を᳨ウ・స成・ඹ᭷し，課題研究䛾᥎㐍ᙺをᢸう。 

 

⤌⧊ᅗ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学・ 
研究機関・ 
企業 等 

䛾 
䠯䠣䠤校 企画・ᗈ報 

ண⟬・⤒理 

研究開発 

高大連携 

国際ὶ 

ᾏ外研修 

ᆅ域連携 

䠥䠟䠰教育サ䝫

ート䝏ーム  

等 

䠯䠣䠤委員会 

企画ㄪᩚ会㆟ 

䠯䠣䠤運営 

指導委員会

学校長 事務ᐊ

国際文科会㆟ 

国際・科学教育部 

㐍㊰指導部 

教務部  

等 

課題研究
コース 
指導教員
䝏ーム 

国語 

ᆅṔබẸ 

英語 

等 

ศᤸ 䠯䠣䠤ワー䜻ング
グループ

千里高校䠯䠣䠤 
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(1) � 年েৌの 6*+ উট४ख़ॡॺ 年৽ૌ 
 

� ᖺ⏕ྥࠊࡣࡅ㸯㸮᭶ࡢㄢ㢟◊✲ࠕ᥈✲ᇶ♏ࠖ㛤ㅮࡢ࡛ࡲ๓‽ഛࠊ࡚ࡋᏛᰯタᐃ⛉┠ࠕᅜ

㝿⌮ゎࠖࡢ≉ูᤵᴗࠊ㐍㊰ࡿ࠼⪄ࢆ /+5 ㅮ₇ࠊኟఇࢆࡳ⏝ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇࡓࡋ◊ಟࠊ⛅ఇ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆᴗ࣭Ꮫゼၥ◊ಟࡓࡋ⏝ࢆࡳ

ࡽ᫂ࢆ᰿ᣐࠊࡇࡿྲྀࡳㄞࢆ❶ᩥ☜ṇࠊ࡚࠸࠾ᤵᴗࡢࠖ♏᥈✲ᇶࠕࡓࡅཷࢆࡽࢀࡇࠊ࡚ࡋࡑ

⪄ࢆ⟇ゎỴࡿࡍṆᥭࢆ୧ㄽࡢ㈶ᡂᑐࠊࡇࡿ࠼ຍࢆウ᳨ከゅⓗࠊࡇࡿ㏙ࢆពぢ࡚ࡋ

 ࠋࡓࡋࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺ࡚ࢀධࡾྲྀࡃከࢆࢡ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢࠊࢆࡇࡍฟ࠼

 

６月 

㻌

䖣䛂ᅜ㝿⌮ゎ䛃≉ูᤵᴗ䠖䛂㧗ᰯ⏕䛾᪥ᖖ䛸ᅜ㝿ⓗ䛺ㄢ㢟䛾䛴䛺䛜䜚(1)䛃㻌

パーム䜸イルと⇕ᖏ㞵林䛾ఆ᥇、カカ䜸とඣ❺ປാについて 

ㅮᖌ䠖ᯇᒸ⚽⣖Ặ䠄一⯡㈈ᅋ法人アジア・太平洋人権情報センター特௵研究員䠅 

７月 䖣㻌ㅮ₇䠖䛂ᴗ䛾♫ⓗ㈐௵䛸ᅜ㐃䛃䛭䛧䛶䛂ᅜ㝿ၥ㢟䜢Ꮫ㝔䛷◊✲䛩䜛䛸䛔䛖䛣䛸䛃㻌

ㅮᖌ䠖⊦ཱྀ⤢ᏊẶ䠄大阪大学大学院 国際බඹ政⟇研究科 䠍年生䠅      

８月 

 

 

䖣㻌ኟᮇ䝣䜱䞊䝹䝗䝽䞊䜽◊ಟ䛂ᅜ㝿㽢ᆅඖ䠖㻳㼘㼛㼎㼍㼘㽢㻸㼛㼏㼍㼘 䝣䜱䞊䝹䝗䝽䞊䜽䛻⾜䛣䛖䟿䛃㻌

とよなか国際ὶ༠会にて䛂国際༠力・国際ὶとᆅ域社会䛃䛂イスラムについて䛃䛾研修䠋Ⲉᮌᕷ㇏

ᕝ䛾䝰スクとコリア国際学ᅬ䛾見学とおヰ䠋英語で䛂国際人権䛃を学䜆䠋䜅りかえりワークショップ䛂国際

的な活ືでリーダーにồめられる力䛿ఱだ䜝う䠛䛃 

９月 

 

 

䖣㻌Ꮫᰯタᐃ⛉┠䛂ᅜ㝿⌮ゎ䛃≉ูᤵᴗ䠖䛂㧗ᰯ⏕䛾᪥ᖖ䛸ᅜ㝿ⓗ䛺ㄢ㢟䛾䛴䛺䛜䜚(2)䛃㻌

大阪で䛾බᐖၥ題とఫẸ運ື䛾Ṕྐを学⩦し、ロールプレイで多ᵝな立ሙをᐇឤする 

ㅮᖌ䠖ᰩ本▱ᏊẶ䠄බ┈㈈ᅋ法人බᐖᆅ域生センター 研究員䠅 

䖣㻌䝙䝳䞊䝶䞊䜽◊ಟເ㞟䞉㑅⪃㻌

10 月 

 

䖣㻌⛅ఇ䜏ᴗ䞉Ꮫゼၥ䛂䛄⌧ሙ䛅䜢▱䜝䛖䚹᭱๓⥺䛷ാ䛟ே䛾ヰ䜢⪺䛣䛖䚹䛃㻌

人権・⎔ቃ・ປാに取り組む企業と関西学院大学をゼၥして⌧ሙ䛾ヰを⪺く 

䖣㻌ㄢ㢟◊✲䛂᥈✲ᇶ♏䛃㛤ㅮ㻌

䖣㻌 䛂᥈✲䛃୰㛫Ⓨ⾲䛻ྜ䜟䛫䠎ᖺ⏕䛾䝺䝫䞊䝖䜢ㄞ䜣䛷䝁䝯䞁䝖䜢䝣䜱䞊䝗䝞䝑䜽㻌

11 月 㻌

12 月 㻌

１月 

 

䖣㻌䝙䝳䞊䝶䞊䜽◊ಟ㻌

グローバルリーダーにᚲせな Di㼢e㼞㼟ity㻒㻵n㼏㼘u㼟ion 䛾研修と 㼁NG㻯 ゼၥ等 

２月 䖣㻌≉ูㅮ₇䛂ୡ⏺䛜ồ䜑䜛䛒䛺䛯䛾ຊ䛃㻌

ᮧ⏣ಇ一Ặ䠄関西学院大学総合政⟇学部教ᤵ䠅 

䖣㻌ඣ❺ປാ䛾ᐇ䛸ゎỴ䜈䛾ྲྀ⤌䜢▱䜛䝗䜻䝳䝯䞁䝍䝸䞊ᫎ⏬䛻䜘䜛Ꮫ⩦㻌

䖣㻌ᏛᖺᮎⓎ⾲䛷䛂᥈✲ᇶ♏䛃䛾Ꮫ⩦ᡂᯝ䜢䝕䜱䝧䞊䝖䛸ᥖ♧䛻䜘䜚Ⓨ⾲㻌

䖣㻌ᏛᖺᮎⓎ⾲䛷䠎ᖺ⏕䛾◊✲䜢ぢᏛ㻌
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 ফেୖ研究َർ究੦ຊُの৽ૌڭ (2)
 

䕔 １年生ྥ䛡課題研究「探究基礎」䛿䚸 

１ク䝷䝇を 㻞㻜 ே䛪つにศ䛡䛯ᑡேᩘの講座で䚸ᚋᮇ䝇䝍ートの㐌に２䝁䝬の授業です䚹๓ᮇの間に特

別授業䜔講演会䚸フィールドワーク䚸企業訪問な䛹を⾜い䚸そ䜜䜙の経㦂をཷ䛡て䚸䜾ループワークを

中ᚰに䚸ㄽ理的ᛮ⪃䚸ከゅ的᳨ウのト䝺ーニ䞁䜾を⾜い䜎し䛯䚹 

 

䕔 ここで䛿䚸この講座のὶ䜜を䜺䜲ドするのに⏝い䛯ワーク䝅ート「探究基礎㏻ಙ」の䝍䜲トル୍ぴと➨１ᅇ

の᭱ึの䝨ージを⤂し䜎す䚹䝍䜲トルを䛤ぴい䛯䛰䛡䜜䜀䚸༙年間の授業のὶ䜜を䛚䛚䜘そつ䛛䜣

で㡬䛡るとᛮい䜎す䚹（す䜉ての内容䛿䚸ᮏ校 㻿㻳㻴 の䝃䜲トにてබ開し䜎す䚹） 

 

㻨䝽䞊䜽䝅䞊䝖䛂᥈✲ᇶ♏㏻ಙ䛃䛾䝍䜲䝖䝹㻪 

 

 

 � ఱࢆᏛࡢࡪ 㹼 ᅜ㐃ࢺࢡࣃࣥࢥࣝࣂ࣮ࣟࢢ 

 ゎỴࡽタᐃࡢ㹼 ㄢ㢟 ࡢࡪにᏛ࠺ࡼࡢ � 

 � ㄞゎຊࢆ㌟につࡿࡅ 㹼 ᩥ❶ࡢㄞࡾྲྀࡳ 

 � ㄞゎຊࢆ㌟につࡿࡅ 㹼 ⾲࣭ࡢࣇࣛࢢㄞࡾྲྀࡳ 

 ࡳ⤌ࡾྲྀ࡞࠺ࡼࡢࡣࢺ࣮࣋ࢹ 㹼 ࡿ࠼⪄࡛࣒࣮ࢳ � 

 �㸿ࡿ࠼⪄࡛࣒࣮ࢳ 㹼 ࢺ࣮࣋ࢹᑐᡓにྥࡅて１ಶேάື 

 �㹀ࡿ࠼⪄࡛࣒࣮ࢳ 㹼 ࢺ࣮࣋ࢹᑐᡓにྥࡅて㸰 ⌜άື 

 �  ࡾㄽཎ✏స❧ࡢてࡅᑐᡓにྥࢺ࣮࣋ࢹ 㹼 ࡿ࠼⪄࡛࣒࣮ࢳ

➨ ࢺ࣮࣋ࢹ 㹼 ࡿ࠼⪄࡛࣒࣮ࢳ �   ࡣࢹࡢ�

 �➨ ᑐᡓ 㹼 ホ౯ࢺ࣮࣋ࢹ  �  ᵓ⠏ࢹࡢ

�� ㄢ㢟ࡢⓎぢ 㹼 ㄢ㢟࠺ࡼࡢࡣにタᐃࡢࡿࡍ 

�� ㄢ㢟ࡢゎỴࡅྥて 㹼 ࡢࢹᵓ⠏ 

�� ㄢ㢟ࡢゎỴࡅྥて 㹼 ᰿ᣐࢆ᫂ࡽにࡿࡍ 

�� ㄢ㢟ࡢゎỴࡅྥて 㹼 ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ 
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究ؕᄽᡫ̮Š １ ˴ǛܖƿのƔ ᳸ ᡲǰȭȸȐȫǳンȑǯȈ          

  

ᨥ文҄ᅹưƸ 1 ƴž究ؕᄽſƦƠƯࢸဃ࠰ 2 ဃưƸž究ſのಅƕƋǓǇƢŵƜの࠰

ಅのཎᑥǛʚƭのᙻໜƔǒኰʼƠǇƢŵ 

 

 １ ˴ƴӕǓኵǉƔ 

ஜఄƸʻࡇ࠰Ŵ文ᢿᅹܖႾƔǒǹȸȑȸǰȭȸȐȫȏǤǹǯȸȫᲢ᳁᳂ᲣのਦܭǛӖƚǇƠƨŵ

のπᇌ᭗ఄưƸ˂ƴࡅ᧵ٻ � ఄƕਦܭǛӖƚƯƍǇƢŵ̩ ɦƸ文ᢿᅹܖႾの᳁᳂ƴ᧙Ƣǔ᳑Ჿ

ǵǤȈƔǒのࡽဇưƢŵᲢYYY�OGZV�IQ�LR�CAOGPW�MQMWUCK�UIJ�Უ 

 

1� ႸႎᲴ࣯ᡮƴǰȭȸȐȫ҄ƕьᡮƢǔྵཞǛ៊ǇƑᲦᅈ会ᛢ᫆ƴݣƢǔ᧙࣎Ʊขƍƴь

ƑᲦǳȟȥȋǱȸǷȧンᏡщᲦբ᫆ᚐൿщሁのᨥႎእǛ៲ƴ˄ƚᲦݩஹᲦᨥႎƴ

ưƖǔǰȭȸȐȫȷȪȸȀȸǛ᭗ሁఄܖെ᨞ƔǒᏋ成Ƣǔŵ 

 

2� ʙಅಒᙲᲴᨥ҄ǛᡶǊǔ内のܖٻのǄƔᲦ˖ಅᲦᨥೞ᧙ሁƱᡲઃƠƯᲦǰȭȸȐȫƳ

ᅈ会ᛢ᫆Ǜ発ᙸȷᚐൿƠᲦಮŷƳᨥᑈӨưưƖǔʴのᏋ成ƴӕǓኵǉ᭗ሁఄܖሁǛ

žǹȸȑȸǰȭȸȐȫȏǤǹǯȸȫᲢ5)*ᲣſƴਦܭƠᲦឋの᭗ƍǫȪǭȥȩȠの発ȷ

ܱោǍƦの˳СૢͳǛᡶǊǔŵ 

 

１žǰȭȸȐȫ҄ſƱƸ˴ưƠǐƏŵᛦǂǇƠǐƏŵ 

 

 

 

žܼſݣžܼſƱƍƏಒࣞưƸƳƍƱƜǖƴžǤンǿȸȊǷȧȊȫſƱのᢌƍƕƋǓǇƢŵ

ǰȭȸȐȫƳᛢ᫆のɟ̊ƱƠƯଐஜưǋٻƴෞᝲƞǕƯƍǔžȑȸȠſǍžǫǫǪſのբ᫆ƕ

ƋǓǇƠƨŵ 

 

中ưൢٻ൲௨ཋឋ᳇2�� ƕ発ဃƠŴƦǕƕଐஜƴǋஹƠƯƍǇƢŵჽ໗の༓Ǎᐯѣ

ൢƳƲƕɼƳҾ׆ƱƞǕŴଐஜƸ中のᘮܹᎍのǑƏƴƱǒƑǔǉƖǋƋǓǇƢŵƠƔƠƜǕǛ

ᙌԼƕƳƍƱのբ᫆ƱƱǒƑƯƍƯƸᚐൿƴƸӼƔƍǇƤǜŵ៲ƴƭƚǔᘘ૰ƴɟЏ中ܼݣܼ

ƍƏʴƸƍǔưƠǐƏƔŵൢٻ൲௨ǛࡽƖឪƜƢငಅѣのƓƔƛưŷƸƝǖƳ͌െのᙌԼǛ

ƴλǕǔƜƱƕưƖƯƍǔのưƢŵ̖ܤƳᙌԼƱൢٻ൲௨ƸႺ間ƴƭƳƕƬƯƍǔのưƢŵ

中ƴݣƠž˴ƱƔƠǖſƱ˂ʴƿƬƯЙƢǔのưƸƳƘŴᐯЎƱƭƳƕƬƨᛢ᫆ƱƠƯƱǒƑ

ƳƚǕƹƳǒƳƍのưƢŵƜǕƕǰȭȸȐȫƳᙻໜưƢŵ 

 

(㻟) ڮফেৌの 6*+ উট४ख़ॡॺ ফ৽ૌ 
 

ᚑ᮶ࡢㄢ㢟◊✲ᑐࠊ࡚ࡋ㛤ㅮㅮᗙ࣐࣮ࢸࡢ㸺ேᶒ࣭ປാ࣭⎔ቃ㸼ࢆຍࢆ✲◊ࠊࡓ࠼ㄢ㢟

ゎỴᆺ࠺ࡼࡿࡍᣦᑟࠋࡓࡋ 

⾲୰㛫Ⓨࠊࡾࡓࡋゼၥࢆᴗࡿ࠸࡚ࡋࢆ⤌ྲྀࡓࡋ㛵㐃࣐࣮ࢸࠊ࡚ࡋࡳヨࡢᨭ✲◊ࠊࡓࡲ

ࡢᴗࡸ⪅✲◊ࡢᏛࡿࡍᑐ⾲Ⓨࡢࡑࠊࡾࡓ࠸⪺ဨ࡛ࢆ✲◊ࡓࢀඃᮇࡢ㏵ୖ✲◊࡚ࡋ &65

ᢸᙜ⪅ࡣ࠸ࡿ࠶ࠊࡾࡓ࠸⪺ࢆࢺ࣓ࣥࢥࡢᏛ㝔⏕ࡢ✲◊ࡽ㐍ࡵ᪉࡚࠸ࡘಶูᣦᑟࡾࡓࡅཷࢆ

 ࠋࠋࡓࡋ࠺ࡼࡿࡁධᡭ࡛ࢆㄽᩥᅗ᭩࡞ᚲせ✲◊ࡾ㝈ࡿࡁ࡛ࠊࡽࡉࠋࡓࡅタࢆᶵࡿࡍ

 

４月 䖣 ㄢ㢟◊✲䛂᥈✲䛃 㛤ㅮ䠄ㅮᗙ⤂䚸ᕼᮃㄪᰝ䚸䜴䜷䞊䝮䜰䝑䝥䠅   䊻 

５月 䖣 ㄢ㢟◊✲䛂᥈✲䛃 ㅮᗙูᤵᴗ㛤ጞ 

６月 䖣 ཧ⪃ᅗ᭩㉎ධᕼᮃ䝅䝇䝔䝮㐠⏝㛤ጞ 

７月 䖣 ᅜ❧ᅜᅗ᭩㤋ㄽᩥ」䝃䞊䝡䝇౫㢗ᕼᮃ䝅䝇䝔䝮㐠⏝㛤ጞ 

８月 䖣 㜰Ꮫᅜ㝿බඹᨻ⟇◊✲⛉ 㻲㼡㼠㼡㼞㼑 㻳㼘㼛㼎㼍㼘 㻸㼑㼍㼐㼑㼞㼟 㻯㼍㼙㼜 䛻䠑ྡὴ㐵 

９月 䖣 䝙䝳䞊䝶䞊䜽◊ಟເ㞟䞉㑅⪃ 

10 月 

 

䖣 ⛅ఇ䜏ᴗ䞉Ꮫゼၥ䛂䛄⌧ሙ䛅䜢▱䜝䛖䚹᭱๓⥺䛷ാ䛟ே䛾ヰ䜢⪺䛣䛖䚹䛃 

ேᶒ・⎔ቃ・ປാに取り組䜐企業と関す学院大学を訪問して⌧ሙのヰを⪺䛟 

䖣 ㅮᗙෆⓎ⾲䐟 

ᢸᙜᩍဨと講座㑅ᢥ⪅䛛䜙中間評価をཷ䛡るとと䜒に௦表を㑅ฟ 

䖣 䛂᥈✲䛃୰㛫Ⓨ⾲ 

全講座が㞟ྜして௦表発表を┦評価䚸䝁䝯䞁䝔ー䝍ー䛛䜙ຓゝ 

11 月 䖣 Ꮫ㝔⏕䛜ゼၥᣦᑟ䐟 

中間䝺䝫ートに対してಶ別䜰ド䝞䜲䝇 

12 月  

１月 䖣 䝙䝳䞊䝶䞊䜽◊ಟ 

䜾ロー䝞ル䝸ー䝎ーにᚲ要な 㻰㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻒㻵㼚㼏㼘㼡㼟㼕㼛㼚 の研修と 㼁㻺㻳㻯 訪問等 

䖣 Ꮫ㝔⏕䛜ゼၥᣦᑟ䐠 

䖣 ㅮᗙෆⓎ⾲䐠 

２月 䖣 ≉ูㅮ₇䛂ୡ⏺䛜ồ䜑䜛䛒䛺䛯䛾ຊ䛃 

ᮧ⏣ಇ୍Ặ（関す学院大学⥲ྜᨻ⟇学㒊ᩍ授） 

䖣 ᏛᖺᮎⓎ⾲䛷◊✲䛜ཱྀ㢌Ⓨ⾲䠄䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䠅 

䖣 ㄽᩥ䛾ᡂ䞉ホ౯ 

３月 䖣 㛵すᏛ㝔ദ䛂㏆␥ᆅ༊ 㻿㻳㻴 ㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲䛃䛻䠐◊✲䛜ཧຍ 

４月 䖣 㜰ᅜ㝿බඹᨻ⟇◊✲⛉䛂ᅜ㝿බඹᨻ⟇䝁䞁䝣䜯䝺䞁䝇䛃䛻䠎◊✲䛜ཧຍ 

  

講座選択 

基礎知識 
学習 

関⼼のあ
るテーマ
を調査 

調査結果
を発表に 
まとめる 

研究を 
深化発展 

 

研究を 
まとめ 
直す 

 

講座内発表 

講座内発表 

  全研究 
  プレゼン 

4000 字の 
論文作成 

中間発表会 
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(㻟) ڮফেৌの 6*+ উট४ख़ॡॺ ফ৽ૌ 
 

ᚑ᮶ࡢㄢ㢟◊✲ᑐࠊ࡚ࡋ㛤ㅮㅮᗙ࣐࣮ࢸࡢ㸺ேᶒ࣭ປാ࣭⎔ቃ㸼ࢆຍࢆ✲◊ࠊࡓ࠼ㄢ㢟

ゎỴᆺ࠺ࡼࡿࡍᣦᑟࠋࡓࡋ 

⾲୰㛫Ⓨࠊࡾࡓࡋゼၥࢆᴗࡿ࠸࡚ࡋࢆ⤌ྲྀࡓࡋ㛵㐃࣐࣮ࢸࠊ࡚ࡋࡳヨࡢᨭ✲◊ࠊࡓࡲ

ࡢᴗࡸ⪅✲◊ࡢᏛࡿࡍᑐ⾲Ⓨࡢࡑࠊࡾࡓ࠸⪺ဨ࡛ࢆ✲◊ࡓࢀඃᮇࡢ㏵ୖ✲◊࡚ࡋ &65

ᢸᙜ⪅ࡣ࠸ࡿ࠶ࠊࡾࡓ࠸⪺ࢆࢺ࣓ࣥࢥࡢᏛ㝔⏕ࡢ✲◊ࡽ㐍ࡵ᪉࡚࠸ࡘಶูᣦᑟࡾࡓࡅཷࢆ

 ࠋࠋࡓࡋ࠺ࡼࡿࡁධᡭ࡛ࢆㄽᩥᅗ᭩࡞ᚲせ✲◊ࡾ㝈ࡿࡁ࡛ࠊࡽࡉࠋࡓࡅタࢆᶵࡿࡍ

 

４月 䖣 ㄢ㢟◊✲䛂᥈✲䛃 㛤ㅮ䠄ㅮᗙ⤂䚸ᕼᮃㄪᰝ䚸䜴䜷䞊䝮䜰䝑䝥䠅   䊻 

５月 䖣 ㄢ㢟◊✲䛂᥈✲䛃 ㅮᗙูᤵᴗ㛤ጞ 

６月 䖣 ཧ⪃ᅗ᭩㉎ධᕼᮃ䝅䝇䝔䝮㐠⏝㛤ጞ 

７月 䖣 ᅜ❧ᅜᅗ᭩㤋ㄽᩥ」䝃䞊䝡䝇౫㢗ᕼᮃ䝅䝇䝔䝮㐠⏝㛤ጞ 

８月 䖣 㜰Ꮫᅜ㝿බඹᨻ⟇◊✲⛉ 㻲㼡㼠㼡㼞㼑 㻳㼘㼛㼎㼍㼘 㻸㼑㼍㼐㼑㼞㼟 㻯㼍㼙㼜 䛻䠑ྡὴ㐵 

９月 䖣 䝙䝳䞊䝶䞊䜽◊ಟເ㞟䞉㑅⪃ 

10 月 

 

䖣 ⛅ఇ䜏ᴗ䞉Ꮫゼၥ䛂䛄⌧ሙ䛅䜢▱䜝䛖䚹᭱๓⥺䛷ാ䛟ே䛾ヰ䜢⪺䛣䛖䚹䛃 

ேᶒ・⎔ቃ・ປാに取り組䜐企業と関す学院大学を訪問して⌧ሙのヰを⪺䛟 

䖣 ㅮᗙෆⓎ⾲䐟 

ᢸᙜᩍဨと講座㑅ᢥ⪅䛛䜙中間評価をཷ䛡るとと䜒に௦表を㑅ฟ 

䖣 䛂᥈✲䛃୰㛫Ⓨ⾲ 

全講座が㞟ྜして௦表発表を┦評価䚸䝁䝯䞁䝔ー䝍ー䛛䜙ຓゝ 

11 月 䖣 Ꮫ㝔⏕䛜ゼၥᣦᑟ䐟 

中間䝺䝫ートに対してಶ別䜰ド䝞䜲䝇 

12 月  

１月 䖣 䝙䝳䞊䝶䞊䜽◊ಟ 

䜾ロー䝞ル䝸ー䝎ーにᚲ要な 㻰㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻒㻵㼚㼏㼘㼡㼟㼕㼛㼚 の研修と 㼁㻺㻳㻯 訪問等 

䖣 Ꮫ㝔⏕䛜ゼၥᣦᑟ䐠 

䖣 ㅮᗙෆⓎ⾲䐠 

２月 䖣 ≉ูㅮ₇䛂ୡ⏺䛜ồ䜑䜛䛒䛺䛯䛾ຊ䛃 

ᮧ⏣ಇ୍Ặ（関す学院大学⥲ྜᨻ⟇学㒊ᩍ授） 

䖣 ᏛᖺᮎⓎ⾲䛷◊✲䛜ཱྀ㢌Ⓨ⾲䠄䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䠅 

䖣 ㄽᩥ䛾ᡂ䞉ホ౯ 

３月 䖣 㛵すᏛ㝔ദ䛂㏆␥ᆅ༊ 㻿㻳㻴 ㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲䛃䛻䠐◊✲䛜ཧຍ 

４月 䖣 㜰ᅜ㝿බඹᨻ⟇◊✲⛉䛂ᅜ㝿බඹᨻ⟇䝁䞁䝣䜯䝺䞁䝇䛃䛻䠎◊✲䛜ཧຍ 

  

講座選択 

基礎知識 
学習 

関⼼のあ
るテーマ
を調査 

調査結果
を発表に 
まとめる 

研究を 
深化発展 

 

研究を 
まとめ 
直す 

 

講座内発表 

講座内発表 

  全研究 
  プレゼン 

4000 字の 
論文作成 

中間発表会 

 

(㻟) ڮফেৌの 6*+ উট४ख़ॡॺ ফ৽ૌ 
 

ᚑ᮶ࡢㄢ㢟◊✲ᑐࠊ࡚ࡋ㛤ㅮㅮᗙ࣐࣮ࢸࡢ㸺ேᶒ࣭ປാ࣭⎔ቃ㸼ࢆຍࢆ✲◊ࠊࡓ࠼ㄢ㢟

ゎỴᆺ࠺ࡼࡿࡍᣦᑟࠋࡓࡋ 

⾲୰㛫Ⓨࠊࡾࡓࡋゼၥࢆᴗࡿ࠸࡚ࡋࢆ⤌ྲྀࡓࡋ㛵㐃࣐࣮ࢸࠊ࡚ࡋࡳヨࡢᨭ✲◊ࠊࡓࡲ

ࡢᴗࡸ⪅✲◊ࡢᏛࡿࡍᑐ⾲Ⓨࡢࡑࠊࡾࡓ࠸⪺ဨ࡛ࢆ✲◊ࡓࢀඃᮇࡢ㏵ୖ✲◊࡚ࡋ &65

ᢸᙜ⪅ࡣ࠸ࡿ࠶ࠊࡾࡓ࠸⪺ࢆࢺ࣓ࣥࢥࡢᏛ㝔⏕ࡢ✲◊ࡽ㐍ࡵ᪉࡚࠸ࡘಶูᣦᑟࡾࡓࡅཷࢆ

 ࠋࠋࡓࡋ࠺ࡼࡿࡁධᡭ࡛ࢆㄽᩥᅗ᭩࡞ᚲせ✲◊ࡾ㝈ࡿࡁ࡛ࠊࡽࡉࠋࡓࡅタࢆᶵࡿࡍ

 

４月 䖣 ㄢ㢟◊✲䛂᥈✲䛃 㛤ㅮ䠄ㅮᗙ⤂䚸ᕼᮃㄪᰝ䚸䜴䜷䞊䝮䜰䝑䝥䠅   䊻 

５月 䖣 ㄢ㢟◊✲䛂᥈✲䛃 ㅮᗙูᤵᴗ㛤ጞ 

６月 䖣 ཧ⪃ᅗ᭩㉎ධᕼᮃ䝅䝇䝔䝮㐠⏝㛤ጞ 

７月 䖣 ᅜ❧ᅜᅗ᭩㤋ㄽᩥ」䝃䞊䝡䝇౫㢗ᕼᮃ䝅䝇䝔䝮㐠⏝㛤ጞ 

８月 䖣 㜰Ꮫᅜ㝿බඹᨻ⟇◊✲⛉ 㻲㼡㼠㼡㼞㼑 㻳㼘㼛㼎㼍㼘 㻸㼑㼍㼐㼑㼞㼟 㻯㼍㼙㼜 䛻䠑ྡὴ㐵 

９月 䖣 䝙䝳䞊䝶䞊䜽◊ಟເ㞟䞉㑅⪃ 

10 月 

 

䖣 ⛅ఇ䜏ᴗ䞉Ꮫゼၥ䛂䛄⌧ሙ䛅䜢▱䜝䛖䚹᭱๓⥺䛷ാ䛟ே䛾ヰ䜢⪺䛣䛖䚹䛃 

ேᶒ・⎔ቃ・ປാに取り組䜐企業と関す学院大学を訪問して⌧ሙのヰを⪺䛟 

䖣 ㅮᗙෆⓎ⾲䐟 

ᢸᙜᩍဨと講座㑅ᢥ⪅䛛䜙中間評価をཷ䛡るとと䜒に௦表を㑅ฟ 

䖣 䛂᥈✲䛃୰㛫Ⓨ⾲ 

全講座が㞟ྜして௦表発表を┦評価䚸䝁䝯䞁䝔ー䝍ー䛛䜙ຓゝ 

11 月 䖣 Ꮫ㝔⏕䛜ゼၥᣦᑟ䐟 

中間䝺䝫ートに対してಶ別䜰ド䝞䜲䝇 

12 月  

１月 䖣 䝙䝳䞊䝶䞊䜽◊ಟ 

䜾ロー䝞ル䝸ー䝎ーにᚲ要な 㻰㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻒㻵㼚㼏㼘㼡㼟㼕㼛㼚 の研修と 㼁㻺㻳㻯 訪問等 

䖣 Ꮫ㝔⏕䛜ゼၥᣦᑟ䐠 

䖣 ㅮᗙෆⓎ⾲䐠 

２月 䖣 ≉ูㅮ₇䛂ୡ⏺䛜ồ䜑䜛䛒䛺䛯䛾ຊ䛃 

ᮧ⏣ಇ୍Ặ（関す学院大学⥲ྜᨻ⟇学㒊ᩍ授） 

䖣 ᏛᖺᮎⓎ⾲䛷◊✲䛜ཱྀ㢌Ⓨ⾲䠄䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䠅 

䖣 ㄽᩥ䛾ᡂ䞉ホ౯ 

３月 䖣 㛵すᏛ㝔ദ䛂㏆␥ᆅ༊ 㻿㻳㻴 ㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲䛃䛻䠐◊✲䛜ཧຍ 

４月 䖣 㜰ᅜ㝿බඹᨻ⟇◊✲⛉䛂ᅜ㝿බඹᨻ⟇䝁䞁䝣䜯䝺䞁䝇䛃䛻䠎◊✲䛜ཧຍ 

  

講座選択 

基礎知識 
学習 

関⼼のあ
るテーマ
を調査 

調査結果
を発表に 
まとめる 

研究を 
深化発展 

 

研究を 
まとめ 
直す 

 

講座内発表 

講座内発表 

  全研究 
  プレゼン 

4000 字の 
論文作成 

中間発表会 
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(4) � 年েৌ َব৶ੰ્ُશ౸・6*+ ভ 
㻌

ձ ࠕᅜ㝿⌮ゎࠖ≉ูᤵᴗࠗ㧗校⏕の᪥ᖖᅜ㝿的࡞ㄢ㢟の࠘ࡾࡀ࡞ࡘ��� 

䕔ㅮᖌ㻌ᯇᒸ⚽⣖Ặ㸦୍⯡㈈ᅋἲே࣭ࢪኴᖹὒேᶒሗ࣮ࢱࣥࢭ≉௵◊✲ဨ㸧 

 

㻌

䕔ᐇ᪥ 㸴᭶㸯㸯᪥ࠊ㸯㸵᪥  

 

䕔ᙧែ ᅜ㝿ᩥ⛉㸯ᖺ⏕ࢫࣛࢡᑐ㇟ࠕ �ᅜ㝿⌮ゎࠖࡢᤵᴗ࡛� ࢫࣛࢡ༢࡛ྛ㸯㛫 

 

䕔࠸ࡽࡡ ᪥ᮏࡢ㧗ᰯ⏕ࡢ᪥ᖖ⏕άࡀᅜ㝿ⓗ࡞ㄢ㢟ࠋࡿ▱ࢆࡇࡿ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘ 

ࡵࡓࡢゎỴࡢㄢ㢟࡞࠺ࡼࡢࡇ  1*2࣭ᴗ࣭ᅜ㝿ⓗ࡞ᯟ⤌ࠋࡿ▱ࢆࡇࡿ࠶ࡀ⤌ྲྀࡿࡼࡳ 

 

䕔⏕ᚐࡕࡓのឤ想 

・1 ൨ 㻢8㻜㻜 人௨上も䛾Ꮚ䛹も㐩がປാをᙉいられていると䛿▱りませんでした。⚾䛿将来そういうᏊ౪た

䛱をᩆう活ືをしたいとᛮいます。 

・ඣ❺ປാ䛿Ꮚ౪から学⩦䛾機会をዣってしまう䛾でよくないことだとᛮいました。 

・A㻯㻱 というᅋ体䛿ึめて▱った。こ䛾ようにୡ⏺的なၥ題をୡ⏺的にゎỴするᚲせが䛒るとᛮう。 

・パームἜ䛾生⏘㐣程で⌧ᆅ䛾人々䛾大切な᳃林がቯされてア䝤ラ䝲シが᳜えられていると▱りました。ㄡ

か䛾生活䛾ために、ㄡか䛾生活が≛≅になること䛿おかしんじ䜓ないかと⚾䛿ᛮいました。 

・企業もい䜝い䜝なことを⪃えても䛾をసっているんだとᐇឤした。⤂された௨外にも、䛹んな企業がそん

な取り組みをしている䛾かẼになる。 

 

䕔ྲྀ⤌࡚࠼⤊ࢆ 

・生徒䛾㌟㏆に䛒る〇ရと国際的な課題䛾関䜟りが䛒ることを⤂していただいた。また、᳃Ọ〇Ⳬと NGO

䛾 A㻯㻱 が行っていた䛂䠍䝏ョコ fo㼞䠍ス䝬イル䛃䛾取組を⤂していただいた。 

・生徒が⪃えて⟅える時㛫をసったり、インターネット上䛾䝡䝕䜸をったりして生徒䛾ᐇឤと⌧ሙ䛾ᵝᏊを

つな䛠ᤵ業だった。 

・こ䛾ᤵ業䛾内ᐜ䛿、䠎年生䛾䛂᥈究䛃䛾ᤵ業䛾導入にも活用させていただいた。 
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ղ 6*+ ㅮ₇ ࠕᴗの♫的㈐௵ᅜ㐃ࠖࠕ࡚ࡋࡑᅜ㝿ၥ㢟ࢆᏛ㝔࡛研究ࠖࡇ࠺࠸ࡿࡍ 

䕔ㅮᖌ㻌 ⊦ཱྀ⤢ᏊẶ㸦㜰Ꮫᅜ㝿බඹᨻ⟇◊✲⛉Ꮫ㝔⏕㸧㻌

㻌

㻌 㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

䕔ᐇ᪥ 㸵᭶㸷᪥  

 

䕔ᙧែ L㻴㻾 をい、䠐クラス一ᩧに䠍時㛫 

 

䕔࠸ࡽࡡ ᴗάືࣝࣂ࣮ࣟࢢࡀࠕࡢ࣮࢙ࣥࢳࣛࣉࢧࠊࡋᕝୖ࡛ࠖࡢάື࡚࠸ࡘ㈐௵ࡀၥࡿࢀࢃ

 ࠋࡿ▱ࢆ≦⌧ࡿ࠸࡚ࡗ࡞࠺ࡼ

 ᴗࡢ⮬ⓗࢆ⤌ྲྀ࡞ᑛ㔜ࡢࡇࡽࡀ࡞ࡋၥ㢟ᑐᛂࡿࡍ࠺ࡼࡋᅜ㐃ࢺࢡࣃࣥࢥࣝࣂ࣮ࣟࢢ

 ࠋࡿ▱ࢆไ⣙⩏ពࡢ

 㐍㊰ࠕ࡚ࡋࡘ୍ࡢᅜ㝿ၥ㢟ࠋࡿ▱࡚࠸ࡘࠖ⪅✲◊ࡢ 

 

䕔⏕ᚐࡕࡓのឤ想 

� ᙉไປാ䜔ඣ❺ປാそ䛾さま䛦まなၥ題をき䛱んと⪃えている会社䛾〇ရを㑅䜆な䛹小さな事䛿⚾た

䛱にでもできるなとᛮいました。でも、⚾䛿もっとᵝ々なၥ題に大きく貢献したいです。 

� こ䛾ようなၥ題をなくすためにグローバルコンパクト䜔 㻯㻿㻾 が⪃えられていて、⚾䛿༢⣧になる䜋䛹とᛮい

ましたが、ཱྀさん䛿さらにそれに䛹んな䝯リット・䝕䝯リットが䛒る䛾か、これで本ᙜに合理的な䛾かな䛹ま

で⪃えられていてさすが、大学院生だとᛮいました。大学に行ったら⮬ศ䛾⯆䛾䛒ることが῝く学䜉る

䛾でᴦしみです。 

� ୡ⏺䛾䛹䛾国䛹䛾ᆅ域にもき䛱んと┠を向けてそ䛾ၥ題と向き合って⪃えていける社会になるᚲせが䛒る

とᛮったし、⚾もそんな人になりたいとᛮった。 

 

䕔ྲྀ⤌࡚࠼⤊ࢆ 

� 企業䛾社会的㈐௵と国連グローバルコンパクト䛾設立䛾⤒㐣・意⩏・㝈⏺について⡆₩にศかり䜔すく、

⤂していただいた。 

� ご⮬㌟䛾研究についても⤂していただくようにお㢪いし、コン䝂Ẹඹ和国における⣮த㖔≀につい

てヲしくおヰしいただいた。教科᭩でも䝬スコミでも取り上げられない῝้な⌧ᐇを生徒た䛱䛿㔜く受け

Ṇめていた。 

� ㅮ₇䛾後、国際බඹ政⟇を学䜆ことにした⤒⦋䜔、大学院生䛾生活䜔後䛾計画な䛹をお⪺きする時

㛫をసった。年㱋が㏆いことも䛒り、┠ᶆとしたいと⪃える生徒も多く見られた。 

㻌

・ 強制労働や児童労働そ䛾他さまざまな問題をきちんと考えている会社䛾製品を選ぶなど小さな事䛿私た

ちにでもできるなと思いました。 でも、 私䛿もっと様々な問題に大きく貢献したいです。

・ こ䛾ような問題をなくすためにグローバルコンパクトや C㻿㻾 が考えられていて、 私䛿単純になるほどと思

いましたが、 猪口さん䛿さらにそれにどんなメリット ・ デメリットがある䛾か、 これで本当に合理的な䛾かな

どまで考えられていてさすが、 大学院生だと思いました。 大学に行ったら自分䛾興味䛾あることが深く学

べる䛾で楽しみです。

・ 世界䛾ど䛾国ど䛾地域にもきちんと目を向けてそ䛾問題と向き合って考えていける社会になる必要がある

と思ったし、 私もそんな人になりたいと思った。

・企業䛾社会的責任と国連グローバルコンパクト䛾設立䛾経過・意義・限界について簡潔に分かりやすく、

紹介していただいた。

・ ご自身䛾研究についても紹介していただくようにお願いし、 コンゴ民主共和国における紛争鉱物につい

て詳しくお話しいただいた。 教科書でもマスコミでも取り上げられない深刻な現実を生徒たち䛿重く受け

止めていた。

・ 講演䛾後、 国際公共政策を学ぶことにした経緯や、 大学院生䛾生活や今後䛾計画などをお聞きする時

間を作った。 年齢が近いこともあり、 目標としたいと考える生徒も多く見られた。
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ճ ࠕᅜ㝿⌮ゎࠖ≉ูᤵᴗ ࠗ㧗校⏕の᪥ᖖᅜ㝿的࡞ㄢ㢟の࠘ࡾࡀ࡞ࡘ��� 

䕔ㅮᖌ㻌 ᰩᮏ▱ᏊẶ㸦බ┈㈈ᅋἲேබᐖᆅᇦ⏕࣮ࢱࣥࢭ ◊✲ဨ㸧㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

䕔ᐇ᪥ 㸷᭶㸯㸮᪥� 㸯㸴᪥  

 

䕔ᙧែ ᅜ㝿ᩥ⛉㸯ᖺ⏕ࢫࣛࢡᑐ㇟ࠕ �ᅜ㝿⌮ゎࠖࡢᤵᴗ࡛� ࢫࣛࢡ༢࡛ྛ㸯㛫 

 

䕔࠸ࡽࡡ 

� ⎔ቃၥ題を理ゎする導入として、ᆅඖ䛾大阪で䛾බᐖၥ題と⌧在まで䛾⤒⦋を学⩦する。 

� ၥ題䛾ゎỴに䛿多ᵝな立ሙ䛾ㄪᩚがᚲせなことを大阪䛾事を用いたロールプレイを通じて理ゎする。 

 

䕔⏕ᚐࡕࡓのឤ想 

� ⚾䛿工ሙ⤒営⪅として㆟ㄽしましたが、1 か月᧯業をṆめて䜋しいというẼᣢ䛱も䜟かるが、一方的な意

見にも⪺こえ、こ䛱らがご意見も䜟かって䜋しいとᛮいました。これ䛿䛹䛾ᙺになったとしてもᛮうことだと

ᛮいます。おい䛾意見をき䛱んと理ゎすることが大事だとᛮいます。 

� なる䜉くみんなが⣡得するような対⟇にしようと⪃えたときに䛿、国䜔䜅な䛹䛾⮬体、政府䛾力がᚲせ

ྍḞだとᛮいました。 

� ゎỴにᚲせな新しいアイ䝕ア䜔発が⮬ศに㊊りないとᛮいましたこれらを⿵うために䛿、イロイロ䝘

人々と意見を䜟したくさん䛾⪃え方䜔౯್ほにゐれ、そ䛾ၥ題䛾⫼ᬒ䜔⣔を理ゎする理ゎ力䜔▱識

がᚲせだとᛮいました。 

� 大Ẽởᰁが㉳きたら、そ䛾ཎᅉになっている工ሙをṆめれ䜀いいとᛮっていましたがロールプレイを通し

て、工ሙを⤒営している䜺ワ䜔ാいている人にも生活が䛒る䛾で、向上を⡆༢にとめること䜟できないとい

うことにẼ䛵きました。 

 

䕔ྲྀ⤌࡚࠼⤊ࢆ 

� 多ᵝな立ሙからၥ題を見ることを▱るという┠的䛿、生徒䛾ឤから、果たせたと⪃える。 

� ᙜึからணしていたが、䠍時㛫で䛿、ၥ題䛾㞴しさを理ゎするとこ䜝までになる。ゎỴまで䛾㐨䛾りも⡆

₩にせ点をᢲさえていただいたが、こ䛾点䛿後䛾各⮬䛾研究に委䛽ることになる。 

 

 

  

・ 環境問題を理解する導入として、 地元䛾大阪で䛾公害問題と現在まで䛾経緯を学習する。

・	問題䛾解決に䛿多様な立場䛾調整が必要なことを大阪䛾事例を用いたロールプレイを通じて理解する。

・ 私䛿工場経営者として議論しましたが、 1 か月操業を止めてほしいという気持ちもわかるが、 一方的な意

見にも聞こえ、 こちらがわ䛾意見もわかってほしいと思いました。 これ䛿ど䛾役割になったとしても思うこと

だと思います。 お互い䛾意見をきちんと理解することが大事だと思います。

・ なるべくみんなが納得するような対策にしようと考えたときに䛿、 国や府など䛾自治体、 政府䛾力が必要

不可欠だと思いました。

・ 解決に必要な新しいアイデアや発想が自分に足りないと思いましたこれらを補うために䛿、 いろいろな

人々と意見を交わし、 たくさん䛾考え方や価値観に触れ、 そ䛾問題䛾背景や経緯を理解する理解力や

知識が必要だと思いました。

・ 大気汚染が起きたら、 そ䛾原因になっている工場を止めれ䜀いいと思っていましたがロールプレイを通し

て、 工場を経営している側や働いている人にも生活がある䛾で、 工場を簡単にとめること䛿できないとい

うことに気づきました。

・ 多様な立場から問題を見ることを知るという目的䛿、 生徒䛾感想から、 果たせたと考える。

・ 当初から予想していたが、 １時間で䛿、 問題䛾難しさを理解するところまでになる。 解決まで䛾道䛾りに

ついても簡潔に要点を押さえていただいたが、 こ䛾点䛿今後䛾各自䛾研究に委䛽ることになる。
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(㻡) � 年েৌ ಒఛইॕشঝॻডشॡ研ఊَ*ORFDO 6HPLQDUُ 
 

䕔ᐇ᪥ 㸶᭶㸲᪥� 㸳᪥� 㸴᪥ࡢ㸱᪥㛫 

 

䕔ᙧែ ᅜ㝿ᩥ⛉㸯ᖺ⏕ࡢᕼᮃ⪅ᑐ㇟� ཎ๎࡚ࡋ㸱᪥㛫ཧຍࠋࡿࡍᚋ᪥࡛ࢫࣛࢡሗ࿌ࠋࡿࡍ 

 

䕔࠸ࡽࡡ   

� 国際的な課題がᆅඖ大阪にもᙧをኚえて存在する。国際༠力・᐀教・䛂外国人䛃䛾教育について⌧ሙを

ゼれておヰを⪺いて理ゎを῝める。 

� 国際人権について英語で⪃える⤒㦂をする。 

� 研修全体をり㏉り、グローバルリーダーにとってᚲせなこと䛿ఱかを⪃える。 

 

䞊1 ᪥┠䞊㻌 㻌

䕔ሙ㻌 ㇏୰ᅜ㝿ὶ࣮ࢱࣥࢭ 

 

 

 

 

 

 

ձ య࣒ࣛࢢࣟࣉの⤂ࠊཧຍ⪅のὶ 

䕔䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊㻌 ᮔྩឡẶ�࣭ࢪኴᖹὒேᶒሗ࣮ࢱࣥࢭ� 

 

ղ ࡞ࡼᅜ㝿ὶ༠の⤂ 

䕔ㅮᖌ㻌 ᒣᮏឡẶ�࡞ࡼᅜ㝿ὶ༠⫋ဨ� 

䕔ෆᐜ  ࡞ࡼᅜ㝿ὶ༠ࡢ設立目的ā重点事業、在日外国人の現状、ネパールヘの国際協力とネパ
ールの 1*2 活動について紹介していただいた。 

 
ճ ࣒ࣛࢫࠕ♫ධ㛛ࠖ 

䕔ㅮᖌ㻌 ᒣ᰿⤮⨾Ặ�㜰Ꮫே㛫⛉Ꮫ◊✲⛉Ꮫ㝔� 

䕔ෆᐜ㻌 㻌イスラム教についての基本知識や急増するイスラム教徒と日本社会の相互理解のための取組みに
ついてお話しいただいた。㻌

 
մ ᫂᪥の࡚ࡅྥࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇの๓Ꮫ⩦ 

䕔ㅮᖌ㻌 ᯘఙ୍�༓㔛㧗ᰯᰯ㛗�  
 

յ １᪥のࡾ㏉ࡾ 

䕔䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊㻌ᮔྩឡẶ�࣭ࢪኴᖹὒேᶒሗୖ࣮ࢱࣥࢭᖍ◊✲ဨ� 

㻌

 

 

㻌

・ 国際的な課題が地元大阪にも形を変えて存在する。 国際協力 ・ 宗教 ・ 「外国人」 䛾教育について現場

を訪れてお話を聞いて理解を深める。

・ 国際人権について英語で考える経験をする。

・ 研修全体を振り返り、 グローバルリーダーにとって必要なこと䛿何かを考える。

朴君愛氏 ( アジア・太平洋人権情報センター上席研究員 )

とよなか国際交流協会の設立目的 · 重点事業、在日外国人の現状、ネパールヘの国際協力と

ネパールの NGO 活動について紹介していただいた。

イスラム教についての基本知識や急増するイスラム教徒と日本社会の相互理解のための取組

みについてお話しいただいた。
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䞊㻌䠎᪥┠㻌䞊㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

䐟㻌 䜲䝇䝷䝮ᩍ䛾ᡂ䜚❧䛱䛸Ⲉᮌᕷ㇏ᕝ䛾ᆅᇦඹ⏕䛾ྲྀ⤌䜢Ꮫ䜆㻌

䕔ሙ㻌Ⲉᮌᕷ❧㇏ᕝࡕࡢ࠸ឡ࣮ࢱࣥࢭࡵࡺ  

䕔ㅮᖌ㻌北口学氏�大阪芸術大学教員� 

䕔ෆᐜ イスラム教がシルクロードを使った行商とともに広がったこと、商売をするにあたって平和的で
あることが重要であったことなど。 

 

䐠㻌䜲䝬䞊䝮(䝰䝇䜽䛾ᣦᑟ⪅)䛻䜘䜛䜲䝇䝷䝮ᩍ⤂䛸䝰䝇䜽䛾ぢᏛ㻌

䕔ሙ㻌㜰Ⲉᇛࣔࢡࢫ    

䕔ㅮᖌ㻌㜰Ⲉᇛ࣒࣮࣐ࣔࢡࢫ 

䕔ෆᐜ㻌 イスラム教が大切にしていることやコーランのこと、１日５回のお祈りについてなど。㻌

 

䐡㻌ᅜቃ䜢䜎䛯䛔䛷ά㌍䛩䜛䛂㉺ቃே䛃䜢䜑䛦䛩䝁䝸䜰ᅜ㝿Ꮫᅬ䛾⌮ᛕ䛸ᆅᇦඹ⏕䛾ྲྀ⤌䜢Ꮫ䜆㻌

䕔ሙ㻌ࣜࢥᅜ㝿Ꮫᅬ    

䕔ㅮᖌ㻌ᏵᝅẶ㸦ࣜࢥᅜ㝿Ꮫᅬົᒁ㛗㸧 

䕔ෆᐜ㻌 コリア国際学園設立の理念と地域共生の取り組みについてお話しいただき、「越境人」の育成の
一例として、領土問題を取り上げた授業の様子をビデオで紹介していただいた。 

 

䐢㻌 䛂䠍᪥䛾䜚㏉䜚䛃㻌

䕔ሙ㻌ࣜࢥᅜ㝿Ꮫᅬ  

䕔䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊㻌㻌ᮔྩឡẶ�࣭ࢪኴᖹὒேᶒሗୖ࣮ࢱࣥࢭᖍ◊✲ဨ� 

 

 

 

㻌 㻌

 

䞊㻌䠎᪥┠㻌䞊㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

䐟㻌 䜲䝇䝷䝮ᩍ䛾ᡂ䜚❧䛱䛸Ⲉᮌᕷ㇏ᕝ䛾ᆅᇦඹ⏕䛾ྲྀ⤌䜢Ꮫ䜆㻌

䕔ሙ㻌Ⲉᮌᕷ❧㇏ᕝࡕࡢ࠸ឡ࣮ࢱࣥࢭࡵࡺ  

䕔ㅮᖌ㻌北口学氏�大阪芸術大学教員� 

䕔ෆᐜ イスラム教がシルクロードを使った行商とともに広がったこと、商売をするにあたって平和的で
あることが重要であったことなど。 

 

䐠㻌䜲䝬䞊䝮(䝰䝇䜽䛾ᣦᑟ⪅)䛻䜘䜛䜲䝇䝷䝮ᩍ⤂䛸䝰䝇䜽䛾ぢᏛ㻌

䕔ሙ㻌㜰Ⲉᇛࣔࢡࢫ    

䕔ㅮᖌ㻌㜰Ⲉᇛ࣒࣮࣐ࣔࢡࢫ 

䕔ෆᐜ㻌 イスラム教が大切にしていることやコーランのこと、１日５回のお祈りについてなど。㻌

 

䐡㻌ᅜቃ䜢䜎䛯䛔䛷ά㌍䛩䜛䛂㉺ቃே䛃䜢䜑䛦䛩䝁䝸䜰ᅜ㝿Ꮫᅬ䛾⌮ᛕ䛸ᆅᇦඹ⏕䛾ྲྀ⤌䜢Ꮫ䜆㻌

䕔ሙ㻌ࣜࢥᅜ㝿Ꮫᅬ    

䕔ㅮᖌ㻌ᏵᝅẶ㸦ࣜࢥᅜ㝿Ꮫᅬົᒁ㛗㸧 

䕔ෆᐜ㻌 コリア国際学園設立の理念と地域共生の取り組みについてお話しいただき、「越境人」の育成の
一例として、領土問題を取り上げた授業の様子をビデオで紹介していただいた。 

 

䐢㻌 䛂䠍᪥䛾䜚㏉䜚䛃㻌

䕔ሙ㻌ࣜࢥᅜ㝿Ꮫᅬ  

䕔䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊㻌㻌ᮔྩឡẶ�࣭ࢪኴᖹὒேᶒሗୖ࣮ࢱࣥࢭᖍ◊✲ဨ� 

 

 

 

㻌 㻌

イスラム教がシルクロードを使った行商とともに広がったこと、商売をするにあたって平和

的であることが重要であったことなど。

イスラム教が大切にしていることやコーランのこと、１日５回のお祈りについてなど。

コリア国際学園設立の理念と地域共生の取り組みについてお話しいただき、「越境人」の育

成の一例として、領土問題を取り上げた授業の様子をビデオで紹介していただいた。

大阪茨木モスク

大阪茨木モスクイマーム
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䞊㻌䠏᪥┠㻌䞊㻌 㻌

䐟㻌ᅜ㝿ேᶒᇶ‽䛾⪃䛘᪉䛻䛴䛔䛶ⱥㄒ䛷Ꮫ䜆㻌

䕔ሙ㻌㇏୰ᅜ㝿ὶ࣮ࢱࣥࢭ 

䕔ㅮᖌ㻌ジェファーソン・Ｒ・プランティリア氏�アジア・太平洋人権情報セ
ンター主席研究員� 

䕔ෆᐜ "What do you do everyday? What do you want to do in the future? 
All of these are human rights." ‒ワークショップ形式で国際人権に
ついて英語で聞き、考え、発表しました。 

 

䐠㻌◊ಟ䛾䜎䛸䜑䛸 3 ᪥㛫䛾䜚㏉䜚㻌

䕔ሙ㻌༓㔛㧗ᰯ ♫⛉ᩍᐊ    

䕔ㅮᖌ㻌ᮔྩឡẶ�࣭ࢪኴᖹὒேᶒሗୖ࣮ࢱࣥࢭᖍ◊✲ဨ� 

䕔ෆᐜ ࠕ࡚ࡢே࡚ࡢேᶒ࠺࠸ࠖࢆ +XPDQ 5LJKWV 'D\ ⚄⢭ࡢ

࣮ࢲ࣮ࣜࡢ♫ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠕࢡ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢࠊᚋࡢヰࡢ࡚࠸ࡘ

ồࡿࢀࡽࡵຊࢆ㸱࡛ࣉ࣮ࣝࢢࡘ᭩࡚࠸ୗ࡛ࠖ࠸ࡉ◊ಟయࢆࡾ

㏉ࠋࡓࡋࡲࡾ 
 

䐡㻌◊ಟ䝺䝫䞊䝖䛵䛟䜚 
䕔ሙ㻌༓㔛㧗ᰯ ➨㸯&$/ ᩍᐊ 

䕔ᣦᑟ㻌す༓ᑜ㸦༓㔛㧗ᰯᩍဨ㸧 

䕔ෆᐜ ࡛ࣉ࣮ࣝࢢศᢸྛ࡚ࡋ◊ಟࢆࢺ࣮࣏ࣞࡢసᡂࡇࠋ

 ࠋࡓࡋࡲࡋࢆሗ࿌࡛ࢫࣛࢡྛ࡚࠸⏝ࢆࢺ࣮࣏ࣞࡢ
 

䕔⏕ᚐࡕࡓのឤ想 

� までᢪいていたၥ(イスラム教と 㻵㻿㻵L 䛾関連性な䛹)がゎけ、さらにたくさん䛾ၥが⮬ศ䛾なかで生

まれた。 また、ẖ日䛾研修⤊䜟りにそ䛾日に学んだことをり㏉り、それをみんなと意見ὶすることで

新たな視点をᣢつことができ、とても่⃭的だった。 

� ຮᙉになることが多かった。来年䛿ウㄽな䛹をもっと取り入れれ䜀いいとᛮった。 

� 特にコリア国際学ᅬで䛾ᤵ業がよかった。 同い年䛾在日㡑国人䛾生徒がᇽ々と⮬ศ䛾意見を発表して

いるᤵ業䛾㢼ᬒを見て⚾た䛱も䛒んな㢼に䝕䜱ベートできたらいいなとᛮった。また日㡑関係についても、

しっかりと⮬ศ䛾意見でより良い日㡑関係にできるように一生ᠱ⪃えているጼ䛿本ᙜにឤືした。 

� ୕日㛫を通して、䝯䝕䜱アから受けとる情報から䛿䜟からない事を学䜉ました。ᐇ際に┤᥋ヰを⪺く事䛿

大切だという事を学びました。来年度へ䛾提案䛿、ᵝ々な視点から䛾意見を⪺ける機会が䛒れ䜀いいん

じ䜓ないかとᛮいました。 

 

䕔ྲྀ⤌䜢⤊䛘䛶㻌

� ᐇ際に⌧ሙに行って本人からおヰを⪺くインパクト䛿大きい。 

� テー䝬䛾一つにイスラム教を取り上げた䛾䛿良かった。೫見をᣢ䛱䜔すい⌧在䛾社会≧ἣが䛒り、そ䛾

一方でイスラム教ಙ⪅が日本でもቑえている≧ἣが䛒るからだ。 

� 䛂り㏉り䛾時㛫䛃で意見䛾ὶをしたことを่⃭的だとឤじた生徒も多かった。 

・ 今まで抱いていた疑問 ( イスラム教と I㻿I㻸 䛾関連性など ) が解け、 さらにたくさん䛾疑問が自分䛾なかで

生まれた。 	また、 毎日䛾研修終わりにそ䛾日に学んだことを振り返り、 それをみんなと意見交流すること

で新たな視点を持つことができ、 とても刺激的だった。

・ 勉強になることが多かった。 来年䛿討論などをもっと取り入れれ䜀いいと思った。

・ 特にコリア国際学園で䛾授業がよかった。 	同い年䛾在日韓国人䛾生徒が堂々と自分䛾意見を発表して

いる授業䛾風景を見て私たちもあんな風にディベートできたらいいなと思った。 また日韓関係についても、

しっかりと自分䛾意見でより良い日韓関係にできるように一生懸命考えている姿䛿本当に感動した。

・ 三日間を通して、 メディアから受けとる情報から䛿わからない事を学べました。 実際に直接話を聞く事䛿

大切だという事を学びました。 来年度へ䛾提案䛿、 様々な視点から䛾意見を聞ける機会があれ䜀いいん

じゃないかと思いました。

・ 実際に現場に行って本人からお話を聞くインパクト䛿大きい。

・ テーマ䛾一つにイスラム教を取り上げた䛾䛿良かった。 偏見を持ちやすい現在䛾社会状況があり、 そ䛾

一方でイスラム教信者が日本でも増えている状況があるからだ。

・ 「振り返り䛾時間」 で意見䛾交流をしたことを刺激的だと感じた生徒も多かった。
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(㻢) �ؚ2 年েৌ ೬ा੫・প学௰ਖ研ఊ 
 

 
 

 

 

 

䕔ᐇ᪥ 㸯㸮᭶㸶᪥� 㸷᪥㸦ᮏᰯࠕࡢ⛅ఇࡢࠖࡳᖹ᪥㸰᪥㛫㸧 

䕔ᙧែ 㸯�㸰ᖺ⏕ࡢᕼᮃ⪅ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊࡀㄢ㢟ࡴ⤌ྲྀᴗᏛࢆゼၥࡋ�Ꮫ⩦࣭ࡍ࣮ࣗࣅࢱࣥ

 ࠋࡓࡋ⋠ᘬࡽᐤ㥐᭱ࠊࡀᩍဨ㸯ྡࣉ࣮ࣝࢢྛࠋ㸰ࠥ㸱㛫ࡢ༗ᚋࡣࡓࡲ༗๓ࠋࡿ

䕔࠸ࡽࡡ 㸯ᖺ⏕࡛ࡲࢀࡇࡣ≉ูᤵᴗࡸㅮ₇࡛⫈ࠊࡀ࣐࣮ࢸࡓ࠸㸰ᖺ⏕ࠕࡣ᥈✲࡛ࠖ◊✲࣮ࢸࡿ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡍ⏕✲◊ࡢᚋࠊࡾ▱ࢆࡢࡿ࠸࡚ࢀࡲ⤌ࡾྲྀ࠺ሙ࡛⌧ᐇ㝿ࠊࡀ࣐

䕔ᐇのヲ⣽ ゼၥඛࡣḟࡢ㸷ᴗࠊ㸯Ꮫࠋ�  �ෆࠋ࣐࣮ࢸࡣ 

� 日本真༳ๅ  䠄グローバルなປാ・⎔ቃᇶ準に㐺合したも䛾䛵くり䠅 

� ᒸ本↓⥺㟁機  䠄L㻾T による⾤䛵くり䠅 

� 䝜ーリツ   䠄㻯O2 䛾ฟを๐ῶする〇ရ開発䠅 

� 大阪䜺ス   䠄生≀多ᵝ性をᏲる活ື䠅 

� 中西㔠ᒓ工業  䠄ዪ性活㌍᥎㐍プロジ䜵クト䠅 

� Ụᆏ-㉳業家支援センター䠄⢭⚄㞀ᐖ⪅䛾㞠用と㉳業支援䠅 

� トラベル・䝣ロンテ䜱ア  䠄ᮾ༡アジア㈋ᅔᒙへ䛾䝪ランテ䜱ア体㦂ツアー䠅 

� ヒロコーヒー   䠄サステイ䝘䝤ル䠄ᣢ続ྍ⬟な䠅コーヒー䛾取りᢅい䠅 

� 日新⏘ၟ   䠄⎔ቃに㓄៖したၟရ䛾開発䠅 

� 関西学院大学  䠄国際༠力に䛒たり大切なこと䠇体㦂ㄯ䠅 

 

䕔⏕ᚐࡕࡓのឤ想 

� ⚾䛾᥈究䛾テー䝬䛿ᚅ機ඣ❺ၥ題だ。中西㔠ᒓ工業に䛿、⚾た䛱が⪃えた、社内クඣᡤをつくるという

改善⟇がᐇ⌧されていた䛾で㦫いた。ᐇ際に見せてもらうこともできた。にも、ዪ性がാき䜔すい⎔ቃ

をつくるために工夫した点䜔ዪ性社員䛾生䛾ኌを⪺くことができ、インターネットでㄪ䜉るだけで䛿䜟から

ないことも学䜉た。᥈究䛾ᤵ業で生かしていきたい。䠄䠎年生䠅 

� ⌧在生⏘されているコーヒー䛾䜋とん䛹䛿⇕ᖏ㞵林䛾ఆ᥇によるも䛾だそうだ。しかし、レイン䝣䜷レスト・

アライアンスという䠪䠣䠫ᅋ体䛾活ືにより、⎔ቃをಖ全するコーヒー䛾生⏘がቑえている。⌧在、Ḣ米で

䛿そ䛾ようなコーヒーが支ᣢされているが、日本で䛿まだᏳいも䛾がồめられる。䜖えに、ᦆ得にこだ䜟ら

䛪⎔ቃಖ全を➨一に⪃える社会䛾ᙧ成が、⚾㐩䛾課題で䛒るとᛮう。䠄䠍年生・ゼၥ先䠖ヒロコーヒー䠅 

� ⚾と䛒まり年がኚ䜟らない先㍮方がୡ⏺䛾発展㏵上国に行き、䝪ランテ䜱アとして活㌍しているという事ᐇ

を▱って、改めて⚾にもఱかできないかを⪃えるようになった。Ḣ米だけで䛿なくୡ⏺全体で㉳こっている

ことに⯆をᣢつᚲせ性をᙉくឤじた。䠄䠍年生・ゼၥ先䠖関西学院大学䠅 

 

䕔ྲྀ⤌䜢⤊䛘䛶㻌

� 次年度䛿、䠎年生について䛿、課題研究䛂᥈究䛃で䛾研究内ᐜと受け入れいただく企業と䛾䝬ッ䝏ングが

年度௨上に良いも䛾になるように指導とㄪᩚを行いたい。 

・ 日本写真印刷	　　　　　　　　　（グローバルな労働 ・環境基準に適合したも䛾づくり）

・ 岡本無線電機　　　　　　　　　	（㻸㻾㼀 による街づくり）

・ ノーリツ	　　　　　　　　　　　　　	（C㻻2 䛾排出を削減する製品開発）

・ 大阪ガス																												（生物多様性を守る活動）

・ 中西金属工業																				（女性活躍推進プロジェクト）

・ 江坂 -起業家支援センター （精神障害者䛾雇用と起業支援）

・ トラベル ・ フロンティア									（東南アジア貧困層へ䛾ボランティア体験ツアー）

・ ヒロコーヒー																							（サステイナブル （持続可能な） コーヒー䛾取り扱い）

・ 日新産商																										 （環境に配慮した商品䛾開発）

・ 関西学院大学																	 	 	 （国際協力にあたり大切なこと＋体験談）

・ 私䛾探究䛾テーマ䛿待機児童問題だ。 中西金属工業に䛿、 私たちが考えた、 社内託児所をつくるとい

う改善策が実現されていた䛾で驚いた。 実際に見せてもらうこともできた。 他にも、 女性が働きやすい環

境をつくるために工夫した点や女性社員䛾生䛾声を聞くことができ、 インターネットで調べるだけで䛿わか

らないことも学べた。 探究䛾授業で生かしていきたい。 （２年生）

・ 現在生産されているコーヒー䛾ほとんど䛿熱帯雨林䛾伐採によるも䛾だそうだ。 しかし、 レインフォレスト ・

アライアンスというＮＧＯ団体䛾活動により、 環境を保全するコーヒー䛾生産が増えている。 現在、 欧米

で䛿そ䛾ようなコーヒーが支持されているが、 日本で䛿まだ安いも䛾が求められる。 ゆえに、 損得にこだ

わらず環境保全を第一に考える社会䛾形成が、私達䛾課題であると思う。 （１年生・訪問先：ヒロコーヒー）

・ 私とあまり年が変わらない先輩方が世界䛾発展途上国に行き、 ボランティアとして活躍しているという事実

を知って、 改めて私にも何かできないかを考えるようになった。 欧米だけで䛿なく世界全体で起こってい

ることに興味を持つ必要性を強く感じた。 （１年生 ・訪問先 ：関西学院大学）

・ 次年度䛿、 ２年生について䛿、 課題研究 「探究」 で䛾研究内容と受け入れいただく企業と䛾マッチング

が今年度以上に良いも䛾になるように指導と調整を行いたい。
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(㻣) ڮ年েৌ َർ究ُর発ভ 
 

 

 

 

 

 

䕔ᐇ᪥ �� ᭶ �� ᪥㸦��� 㛫┠㸧 

 

䕔ᙧែ ྛㅮᗙࡢ௦⾲ �� ᅜ㝿ᩥ⛉㸰ᖺ⏕ဨࠊ࠸⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ⾲୰㛫Ⓨࡢࠖ✲᥈ࠕࡀྡ

 ࠋࡃ⪺ࡀ

ពࡢ✲◊ྛࡓぢࡽど㔝࡞ࡁࡽே࠾⏕ඛࡢ࣮ࢱ࣮ࢸ࣓ࣥࢥࡋᑐ⾲Ⓨྛࠊࡓࡲ

ᚋࡢ✲◊ࡢຓゝࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸ࢆ⏕ᚐྛࡣⓎ⾲ᑐࢆࢺ࣓ࣥࢥ࡚ࡋ᭩ࠊࡁⓎ⾲యࡽᚓࡽ

 ࠋࡓ࠸᭩࡚ࡋࡾ㏉ࡾࢆࡇࡓࢀ

 

䕔ࡢࡇ ࠸ࡽࡡⓎ⾲ࡢ௦⾲㑅ฟࡢࡵࡓࡢㅮᗙෆⓎ⾲ࡢࡘ୍ࡢ✲◊ࢆ┠ᶆࠋࡿࡍඃࡓࢀⓎ⾲ࣄࡽ

ࢺࣥࣄ࡚࠸ࡘ᪉ࡵ㐍ࡢᚋࡢ✲◊ࡢ⮬ྛࡶࡽຓゝࡢ࣮ࢱ࣮ࢸ࣓ࣥࢥࠋࡿࢀධᡭࢆࢺࣥ

 ࠋࡿࢀධᡭࢆ

 

䕔ᐇのヲ⣽  

 ࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡋࢆഛ‽ࡢࢺ࣓ࣥࢥࠊࡋࡾ㏦࠾ࢆⓎ⾲せ᪨๓ࠋே࠾ࡢḟࡣ࣮ࢱ࣮ࢸ࣓ࣥࢥ

� ᴮ ⦕ Ặ䠄大阪大学ᮍ来ᡓ␎機ᵓ➨部門ᮍ来ඹ生イ䝜ベーター༤ኈ課程プログラム 特௵教ᤵ䠅 

� ㇂ཱྀဴஓẶ䠄日本真༳ๅᰴᘧ会社 コー䝫レートコミュニケーションᐊ長䠅 

 

䕔⏕ᚐࡕࡓのឤ想 

� ㄪ䜉たこと䛾まとめ方グラ䝣䜔真䛾い方䠄パワー䝫イントで䛾䠅をこうすれ䜀見䜔すいศかり䜔すいと

言う䛾が䜟かりました。一人一人同じㅮᗙで䛒っても㐪うⰍがฟていて㠃ⓑかった。 

� ཎ✏を䜋䜌見ていない人䛾方が発表に⪺き入ることができたから⮬ศも後そうしようとᛮった。 

� 研究䛾㐍め方䛿とてもຮᙉになった。また、発表を⪺いて、ここが䛒んまりつながっていないなとか、関連

性がᙅいなとឤじた部ศも䛒った䛾で、⮬ศもẼをつけながら㐍めていこうとᛮった。 

� 同じㅮᗙ䛾発表でもい䜝んな視点が䛒って㠃ⓑいとᛮった。ᐇ際に人から⪺いたヰを用いるとㄝ得力が

ቑしていいとᛮった。 

 

䕔ྲྀ⤌䜢⤊䛘䛶㻌

� コ䝯ンテーター䛾お人から䛿、発表䛾ᣢつ社会的意⩏と、研究をᗈげるため䛾ヒントとなる視点をそれ

ぞれ䛾ご⤒㦂から的☜に指、♧၀していただいた。 

� ண௨上に、䛂䛾生徒䛾発表から♧၀を得た䛃というឤが見られた。 

� 発表䛾๓䛾㐌にリハーサルを行った。Ẽ䛵いた点を指したとこ䜝、そこから䛾ᩘ日でかなり発表がレベ

ルアップしていた。指導䛾機会として㔜せだとㄆ識した。 

  

・ コメンテーター䛾お二人から䛿、 発表䛾持つ社会的意義と、 研究を広げるため䛾ヒントとなる視点をそれ

ぞれ䛾ご経験から的確に指摘、 示唆していただいた。

・ 予想以上に、 「他䛾生徒䛾発表から示唆を得た」 という感想が見られた。

・ 発表䛾前䛾週にリハーサルを行った。 気づいた点を指摘したところ、 そこから䛾数日でかなり発表がレベ

ルアップしていた。 指導䛾機会として重要だと再認識した。

コメンテーター䛿次䛾お二人。 事前に発表要旨をお送りし、 コメント䛾準備をしていただいた。

・ 榎井	縁	氏 （大阪大学未来戦略機構第五部門未来共生イノベーター博士課程プログラム	特任准教授）

・ 谷口哲也氏 （日本写真印刷株式会社　コーポレートコミュニケーション室長）

・ 調べたこと䛾まとめ方グラフや写真䛾使い方 （パワーポイントで䛾） をこうすれ䜀見やすい分かりやすいと

いう䛾がわかりました。 一人一人同じ講座であっても違う色が出ていて面白かった。

・ 原稿をほぼ見ていない人䛾方が発表に聞き入ることができたから自分も今後そうしようと思った。

・ 研究䛾進め方䛿とても勉強になった。 また、 発表を聞いて、 ここがあんまりつながっていないなとか、 関

連性が弱いなと感じた部分もあった䛾で、 自分も気をつけながら進めていこうと思った。

・ 同じ講座䛾発表でもいろんな視点があって面白いと思った。 実際に人から聞いた話を用いると説得力が

増していいと思った。
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(㻤) ڮ年েৌ َർ究ُౠषのপ学ে௰ਖ 
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䕔ᙧែ ྛㅮᗙ ��� ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡗ⾜ࢆㅮホࡿࡍᑐ⾲Ⓨࡸಶูᣦᑟࡢㄽᩥࠊࡋゼၥࡀ⏕Ꮫ㝔ࡢྡ

 ࠋࡓ

ㄽᩥࢆ๓㏦ࡢࢫࣂࢻ࡚ࡗ‽ഛࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡋࢆ 

 

䕔࠸ࡽࡡ ᬑẁᣦᑟࡿ࠸࡚ࡋᩍဨࡣ㐪ࡓࡗゅᗘࡽᣦ࣭ホ౯ࠋࡿࡅཷࢆ 

ㄽᩥసᡂࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀඛ㍮ࡢ❧ሙࠋࡿࡅཷࢆࢫࣂࢻࡽ 

 

䕔ᐇのヲ⣽  

� 関西学院大学高大᥋続センターが❆ཱྀになり、本校䛾ᕼᮃ䛾ᢕᥱ、大学院生䛾ເ㞟、連⤡事㡯䛾ఏ㐩、

レ䝫ート䛾㌿㏦をしていただいた。 

� 1㻜 ㅮᗙに対して、ㅮᗙ䛾研究௳ᩘに合䜟せて 1㻢 ྡをὴ㐵していただいた。 

� 䠎ᅇともゼၥしていただける方をເ㞟していただいた䛾で、䠎ᅇ┠䛿๓ᅇ䛾ᵝᏊが䜟かった上で䛾指導を

していただけた。 

 

䕔⏕ᚐࡕࡓのឤ想 

� ⮬ศた䛱に䛿ない新しい視点からテー䝬について意見をいただいた。 

� ㄪ䜉ている内ᐜだけでなく、᭩く時䛾ᵓ成な䛹についても教えてもらえた。 

� ⮬ศ䛾▱らなかったㄪ䜉方を教えてもらうことができた。➨୕⪅䛾立ሙからヰを⪺けてよかった。 

� す䜉きことが᫂☜になった。ᝏい点よりもさらにけ㊊すといい点を教えていただいた。 

� 課題がよくศかっていなかった䛾で、⮬ศ䛾ㄽ文にఱが㊊りていないかを指してもらうことで、課題を᫂

☜にできた。 

� 後䛹䛾ような➽㐨を立てて研究を㐍めていく䛾かということ䜔、研究䛾㐍め方を教えてもらえた。 

� たくさんヰを⪺いてくださって、い䜝い䜝案をくださった。 

� ㄽ文が見られるサイトを教えもらた。いい視点だと言っていただけた䛾が⮬ಙになった。 

 

䕔ྲྀ⤌䜢⤊䛘䛶㻌

� 生徒た䛱䛾ឤに見られるように、研究䛾㐍め方とㄽ文䛾ᵓ成䛾両㠃についてᘓ設的なア䝗バイスをして

いただくことができた。 

� 指導が多㠃的になったことで、ᵓ成䛾し┤しをするᚲせがฟてくるሙ合が䛒る。こ䛾ことを見㉺した時ᮇ䛾

設定と指導䛾方がᚲせで䛒ることが䜟かった。 

� 生徒䛾レ䝫ート䛾良い点、༑ศな点について指導教員がㄆ識できた。テ䜱ームテ䜱ー䝏ング䛾点

で䛒る。 

  

・ 生徒たち䛾感想に見られるように、 研究䛾進め方と論文䛾構成䛾両面について建設的なアドバイスをし

ていただくことができた。

・ 指導が多面的になったことで、 構成䛾し直しをする必要が出てくる場合がある。 こ䛾ことを見越した時期

䛾設定と指導䛾仕方が必要であることがわかった。

・ 生徒䛾レポート䛾良い点、 不十分な点について指導教員が再認識できた。 ティームティーチング䛾利点

である。

・関西学院大学高大接続センターが窓口になり、本校䛾希望䛾把握、大学院生䛾募集、連絡事項䛾伝達、

レポート䛾転送をしていただいた。

・ 10 講座に対して、 講座䛾研究件数に合わせて 16 名を派遣していただいた。

・ 2 回とも訪問していただける方を募集していただいた䛾で、 2 回目䛿前回䛾様子がわかった上で䛾指導

をしていただけた。

・ 自分たちに䛿ない新しい視点からテーマについて意見をいただいた。

・ 調べている内容だけでなく、 書く時䛾構成などについても教えてもらえた。

・ 自分䛾知らなかった調べ方を教えてもらうことができた。 第三者䛾立場から話を聞けてよかった。

・ すべきことが明確になった。 悪い点よりもさらに付け足すといい点を教えていただいた。

・ 課題がよく分かっていなかった䛾で、 自分䛾論文に何が足りていないかを指摘してもらうことで、 課題を

明確にできた。

・ 今後ど䛾ような筋道を立てて研究を進めていく䛾かということや、 研究䛾進め方を教えてもらえた。

・ たくさん話を聞いてくださって、 いろいろ案をくださった。

・ 論文が見られるサイトを教えもらた。 いい視点だと言っていただけた䛾が自信になった。

１回目：10 月 16 日，11 月 2 日，6日，　２回目：1月 15 日，18 日（各２時間）

 

(㻤) ڮ年েৌ َർ究ُౠषのপ学ে௰ਖ 
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䕔࠸ࡽࡡ ᬑẁᣦᑟࡿ࠸࡚ࡋᩍဨࡣ㐪ࡓࡗゅᗘࡽᣦ࣭ホ౯ࠋࡿࡅཷࢆ 

ㄽᩥసᡂࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀඛ㍮ࡢ❧ሙࠋࡿࡅཷࢆࢫࣂࢻࡽ 

 

䕔ᐇのヲ⣽  

� 関西学院大学高大᥋続センターが❆ཱྀになり、本校䛾ᕼᮃ䛾ᢕᥱ、大学院生䛾ເ㞟、連⤡事㡯䛾ఏ㐩、

レ䝫ート䛾㌿㏦をしていただいた。 

� 1㻜 ㅮᗙに対して、ㅮᗙ䛾研究௳ᩘに合䜟せて 1㻢 ྡをὴ㐵していただいた。 

� 䠎ᅇともゼၥしていただける方をເ㞟していただいた䛾で、䠎ᅇ┠䛿๓ᅇ䛾ᵝᏊが䜟かった上で䛾指導を

していただけた。 

 

䕔⏕ᚐࡕࡓのឤ想 

� ⮬ศた䛱に䛿ない新しい視点からテー䝬について意見をいただいた。 

� ㄪ䜉ている内ᐜだけでなく、᭩く時䛾ᵓ成な䛹についても教えてもらえた。 

� ⮬ศ䛾▱らなかったㄪ䜉方を教えてもらうことができた。➨୕⪅䛾立ሙからヰを⪺けてよかった。 

� す䜉きことが᫂☜になった。ᝏい点よりもさらにけ㊊すといい点を教えていただいた。 

� 課題がよくศかっていなかった䛾で、⮬ศ䛾ㄽ文にఱが㊊りていないかを指してもらうことで、課題を᫂

☜にできた。 

� 後䛹䛾ような➽㐨を立てて研究を㐍めていく䛾かということ䜔、研究䛾㐍め方を教えてもらえた。 

� たくさんヰを⪺いてくださって、い䜝い䜝案をくださった。 

� ㄽ文が見られるサイトを教えもらた。いい視点だと言っていただけた䛾が⮬ಙになった。 

 

䕔ྲྀ⤌䜢⤊䛘䛶㻌

� 生徒た䛱䛾ឤに見られるように、研究䛾㐍め方とㄽ文䛾ᵓ成䛾両㠃についてᘓ設的なア䝗バイスをして

いただくことができた。 

� 指導が多㠃的になったことで、ᵓ成䛾し┤しをするᚲせがฟてくるሙ合が䛒る。こ䛾ことを見㉺した時ᮇ䛾

設定と指導䛾方がᚲせで䛒ることが䜟かった。 

� 生徒䛾レ䝫ート䛾良い点、༑ศな点について指導教員がㄆ識できた。テ䜱ームテ䜱ー䝏ング䛾点

で䛒る。 

  

 

(㻤) ڮ年েৌ َർ究ُౠषのপ学ে௰ਖ 
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 ࠋࡓ

ㄽᩥࢆ๓㏦ࡢࢫࣂࢻ࡚ࡗ‽ഛࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡋࢆ 

 

䕔࠸ࡽࡡ ᬑẁᣦᑟࡿ࠸࡚ࡋᩍဨࡣ㐪ࡓࡗゅᗘࡽᣦ࣭ホ౯ࠋࡿࡅཷࢆ 

ㄽᩥసᡂࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀඛ㍮ࡢ❧ሙࠋࡿࡅཷࢆࢫࣂࢻࡽ 

 

䕔ᐇのヲ⣽  

� 関西学院大学高大᥋続センターが❆ཱྀになり、本校䛾ᕼᮃ䛾ᢕᥱ、大学院生䛾ເ㞟、連⤡事㡯䛾ఏ㐩、

レ䝫ート䛾㌿㏦をしていただいた。 

� 1㻜 ㅮᗙに対して、ㅮᗙ䛾研究௳ᩘに合䜟せて 1㻢 ྡをὴ㐵していただいた。 

� 䠎ᅇともゼၥしていただける方をເ㞟していただいた䛾で、䠎ᅇ┠䛿๓ᅇ䛾ᵝᏊが䜟かった上で䛾指導を

していただけた。 

 

䕔⏕ᚐࡕࡓのឤ想 

� ⮬ศた䛱に䛿ない新しい視点からテー䝬について意見をいただいた。 

� ㄪ䜉ている内ᐜだけでなく、᭩く時䛾ᵓ成な䛹についても教えてもらえた。 

� ⮬ศ䛾▱らなかったㄪ䜉方を教えてもらうことができた。➨୕⪅䛾立ሙからヰを⪺けてよかった。 

� す䜉きことが᫂☜になった。ᝏい点よりもさらにけ㊊すといい点を教えていただいた。 

� 課題がよくศかっていなかった䛾で、⮬ศ䛾ㄽ文にఱが㊊りていないかを指してもらうことで、課題を᫂

☜にできた。 

� 後䛹䛾ような➽㐨を立てて研究を㐍めていく䛾かということ䜔、研究䛾㐍め方を教えてもらえた。 

� たくさんヰを⪺いてくださって、い䜝い䜝案をくださった。 

� ㄽ文が見られるサイトを教えもらた。いい視点だと言っていただけた䛾が⮬ಙになった。 

 

䕔ྲྀ⤌䜢⤊䛘䛶㻌

� 生徒た䛱䛾ឤに見られるように、研究䛾㐍め方とㄽ文䛾ᵓ成䛾両㠃についてᘓ設的なア䝗バイスをして

いただくことができた。 

� 指導が多㠃的になったことで、ᵓ成䛾し┤しをするᚲせがฟてくるሙ合が䛒る。こ䛾ことを見㉺した時ᮇ䛾

設定と指導䛾方がᚲせで䛒ることが䜟かった。 

� 生徒䛾レ䝫ート䛾良い点、༑ศな点について指導教員がㄆ識できた。テ䜱ームテ䜱ー䝏ング䛾点

で䛒る。 
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 ࡪᏛ࡚ࡋ㏻ࢆṔྐࡢẸ⛣࡚ࡋࡑࠊࡳ⤌ࡾྲྀࡢຓゝ⪅࣭ேᶒᅋయ࣭ᅜ㐃ᶵ㛵ࡢ

 

䕔ᐇのヲ⣽ （࡞◊ಟゼၥඛ࣭ㅮᖌ㸧 ڼḟࡽࢪ࣮࣌◊ಟෆᐜࡢ࡚࠸ࡘヲ⣽ࣞࢆࢺ࣮࣏ᥖ㍕ࠋ 

 ࠊࣟࢮ࣭ࢻࣥ࢘ࣛࢢࠊ⾤࣮࢛ࣝ࢘ࠊࣥ࢘ࢱࢼࣕࢳ

ከᵝᛶཷᐜ(diversity and inclusion)㛵ࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥࡿࡍ Tanya Odom Ặ 

⛣ẸࡢṔྐࢆ⤂ࡿࡍ Museum Of Chinese in America  Tenement Museum 

ADL㸦࣓࢝ࣜ㝶୍ࡢᕷẸᶒ᧦ㆤࡴ⤌ࡾྲྀᅋయ㸧ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿࡼ 

 Ꮫࣅࣥࣟࢥ

ᅜ㐃ᮏ㒊 

ᮏᰯ༞ᴗ⏕࡛㛗ࡃᅜ㐃࡛ാࡓࢀࡽ࠾࡚࠸⏣㝯୍Ặ 

♫ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ Ogilvy & Mather ࡢ Diversity & Inclusion 㒊㛛ྲྀ⥾ᙺࡢ 1J Ặ 

ᅜ㐃ࢺࢡࣃࣥࢥࣝࣂ࣮ࣟࢢᮏ㒊 

 

䕔ཧຍ⏕ᚐ䛯䛱䛾ឤ㻌

� ⮬ศ䛾㐍㊰を国内だけでなく、よりᗈい⠊ᅖで⪃えられるようになりました。 

� 英語௨外にもう䜂とつ䛾言語をႅれないといけないとᛮいました。高校でス䝨イン語をຮᙉしていま

すが、大学になってからも本Ẽで学䜌うとᛮいました。 

� 一␒༳㇟にṧった䛾䛿、ᵝ々な人✀がいることです。ニュー䝶ークで䛿皆ᇽ々とṌいていて、日本もいつ

かこ䛾ような国になれ䜀いいなとᛮいました。 

� 䜸䜼ル䝡ー社をゼれ、Di㼢e㼞㼟ity と 㻵n㼏㼘u㼟ion について䛾具体的な活ືを⪺き、ືきฟしている会社が䛒る

んだと、ึめて㌟にᰁみてឤじました。 

� ダイバーシテ䜱䛾点をたくさん上げてもらいました。そ䛾中で一␒ṧった䛾䛿、視点䛾多ᵝでした。 

� 研修を通して、英語がヰせることよりも英語をってఱをするか、ఱをఏえるかが㔜せだとឤじました。 

� 国から䜔ってきた人々がそ䛾国䛾アイ䝕ンテ䜱テ䜱をᣢったままア䝯リカ䛾ニュー䝶ークという㒔ᕷにᬽら

している、ということにẼがきました。 

� コロン䝡ア大学で䛿、い䜝い䜝なタイプ䛾人㐩が同じሙᡤでຮᙉをするなんて、䛹んなに㠃ⓑいだ䜝うかと

ᛮいました。䛬䜂⮬ศもそういった⎔ቃでたくさん䛾ことを学びたいとᛮいました。 

 

䕔ྲྀ⤌䜢⤊䛘䛶㻌

� 多ᵝ性について䛾理ゎを῝め、ᐇឤし、䛹う向き合う䜉きかを学䜆という┠的䛿㐩成できた。 

� 次ᅇ䛿、課題研究で取り組んでいる国際的な課題について䛾⮬ศた䛱䛾意見䜔提案を提♧し、ア䝯リカ

における≧ἣ䜔、国際的な取り組みと䛾関係について⤂してもらったり、䛒るい䛿提案に対してၥ題点

を指したりしてもらうな䛹、もう一Ṍ㋃み㎸んだ内ᐜ䛾研修ができるように指導・計画していきたい。 

・ 多様性について䛾理解を深め、 実感し、 どう向き合うべきかを学ぶという目的䛿達成できた。

・ 次回䛿、 課題研究で取り組んでいる国際的な課題について䛾自分たち䛾意見や提案を提示し、 アメリカ

における状況や、 国際的な取り組みと䛾関係について紹介してもらったり、 あるい䛿提案に対して問題

点を指摘したりしてもらうなど、 もう一歩踏み込んだ内容䛾研修ができるように指導 ・計画していきたい。

・ 自分䛾進路を国内だけでなく、 より広い範囲で考えられるようになりました。

・ 英語以外にもうひとつ他䛾言語を喋れないといけないと思いました。 今高校でスペイン語を勉強していま

すが、 大学になってからも本気で学ぼうと思いました。

・ 一番印象に残った䛾䛿、 様々な人種がいることです。 ニューヨークで䛿皆堂々と歩いていて、 日本もい

つかこ䛾ような国になれ䜀いいなと思いました。

・ オギルビー社を訪れ、 Diversity と Inclusion について䛾具体的な活動を聞き、 動き出している会社があ

るんだと、 初めて身に染みて感じました。

・ ダイバーシティ䛾利点をたくさん上げてもらいました。 そ䛾中で一番残った䛾䛿、 視点䛾多様化でした。

・ 研修を通して、 英語が話せることよりも英語を使って何をするか、 何を伝えるかが重要だと感じました。

・ 他国からやってきた人々がそ䛾国䛾アイデンティティを持ったままアメリカ䛾ニューヨークという都市に暮ら

している、 ということに気が付きました。

・ コロンビア大学で䛿、 いろいろなタイプ䛾人達が同じ場所で勉強をするなんて、 どんなに面白いだろうか

と思いました。 ぜひ自分もそういった環境でたくさん䛾ことを学びたいと思いました。
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 ニューヨーク研修 2016.1.2.~7. REPORT 
（お願い：できる限り正確に研修内容をご紹介するよう努めましたが、各講師等に確認を求めたわけ

ではありません。あくまで概略をご理解いただくための参考としてお読みください。） 
	

１月２日（土） 
研修�「15ー7ークのOhとdL」 

▶ ︎空港からホテルまでの道中、複数の宗教の墓が同居する共同墓地、ニュ
ーヨークの地価高騰のために新たに開発されたクィーンズ地区などを車窓

から見学したのち、ブルックリンブリッジの手前の公園地区で小休止し、ロ

ウアーマンハッタンのビル群を見学しました。再度バスに乗り、ブルックリ

ンという地名がオランダの入植者により付けられたものである等の説明を

聞きながら、橋を渡りマンハッタン島へ。そしてチャイナタウン経由でウォ

ール街へ。チャイナタウンは拡大を続けており、イタリア人街を飲み込む勢

いであるという説明がありました。バスを降りてウォール街を見学。再度バ

スに乗りグラウンド・ゼロへ。ここでもバスを降り、現場のすぐそばにある

消防署の銅版画の前で、多くの消防署員が命を落としたことなどの説明を受

けました。 

	

１月３日（日） 
研修�「Rc性"のfVとEnのG^」 

▶地球規模での多様性と受容及び教育に関するコンサルタント

で、企業の管理職のコーチもしておられる Tanya Odom 氏から以

下の内容について研修を受けました。 

1)アメリカにはまだなお解決すべき課題がたくさんある。

inclusion はパーティーに呼ぶこと、inclusion は一緒にダンスを踊ることと考えると良い。 

２）人の多様性には目に見えるものと見えないものがある。両方の存在を認識・洞察し、尊重するこ

とが、構成員が「受け容れられている」感覚を持つためには必要だ。 

３）多様性の例には以下のようなものがある。宗教（Goldman Sachs はお祈りのための部屋を用意し

ている）・身体の障害・うつ病を含む精神の障害・トランスジェンダー(男女兼用トイレの復活が試み

られ始めている)・収入・言葉の訛り 

４）アメリカは多様な人間が構成する VUCA な世界になっているのが現実だ。VUCA とは、Volatility

（急速な変化）, Uncertainty（将来の予測が容易でないこと）, Complexity（予想外の問題が混沌を

引き起こすこと） and Ambiguity（不完全な情報が判断を難しくさせること）の頭文字である。 

５）Mind full (頭がいっぱい)ではなく、Mindful(心を開き、洞察力を使う時間を取る。スピードを落と

し、落ち着いて集中できる状態)が必要である。脳の働きとして、ストレスや複数の仕事をこなそう

とすることが、無意識の偏見に作用する。そしてその状態が、Micro-behavior (微細な行動や態度)を

作り出す。 

６）無意識の偏見は、メデイア、煽動的言動、個人的経験、他者からの影響等によって作られる。カ

ーテンオーディションの例（オーケストラのオーディションで、カーテンを引きカーペットを敷くこ

とで演奏者の性別がわからないようにすると、女性の採用者が増えた）も示唆的である。 

７）日本に戻ってできることを考えてください。個人、グループ、そして地域のレベルで。 
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 研修��「>国と7ーロ/パ�'のjeのdL」 

▶午後の研修は２つの博物館のガイド付き見学。 

１つ目は、Museum Of Chinese in America。ここでは、中国か

らの移民がアメリカに来た原因（アヘン戦争による国内の荒廃＋西

海岸のゴールドラッシュ）、大陸横断鉄道建設での低賃金の危険な

労働、中国人移民排斥法の成立と家族を呼び寄せるための知恵など

について、実物や写真を見ながら、白人の女性から説明を受けまし

た。 
	

２つ目は、Tenement Museum。Tenement とは、都市貧民街の

安アパートを指します。１９世紀半ばからヨーロッパから新天地を

求めて移住した人々が暮らしたアパートが、一部補強され、博物館

として公開されているものです。ガイドがアパートを案内しながら

実在の家族の暮らしを紹介してくれます。我々一行のガイドは、黒

人女性の大学生でした。ゴミや動物の死骸に覆われた通り、水道・

電気・トイレのない１DK の室内、大恐慌による大黒柱の失業や失踪の中を互助組織の力を頼りに生き

延びた家族の様子（国勢調査の記録と子孫からの聞き取りから構成されている）を学びました。 

 
１月４日（月） 
研修�「Rc性のhoとEnの`lのた&の:ーク.6/4」 

▶ADL（Anti-Defamation League,反ユダヤ主義と全ての
偏見と闘う市民権と人間関係の課題に取組む組織）のガイ
アナ出身の Nicola Straker さんと両親が韓国人の Erin Lee
さんの進行により以下の内容のワークショップ型研修を受
けました。 
１）自己紹介ー名前と私の好きな匂い 
２）ADL の紹介 1913 年に設立。正義と全ての人への平等な扱いを実現するために、保護・
調査・教育をしている。 

３）グループの３つの約束事 Respect (active listening), One mic ( one person speak at a time), 
Participation の確認 

４）Birthday timeline 言葉を使わないで誕生日順に並ぶ。 
５）The Diversity Iceberg Model 見える違いは氷山の一角。見える違い、見えない違いには何
があるか挙げてみよう。 

６）４本のカラーモールで自分のアイデンティティを表現する。→言葉で説明する。→一番大
切な一つを外して隠す→どんな感じがする？→一番大切な自分を隠さなければいけないと
するとどんな気持ちになるかを想像する。 

７）固定観念・偏見・差別： 
 Stereotype=oversimplified idea  ex.) All ～ are …. 

→Prejudice=attitude which comes from family, friends, media… 
→Discrimination=Action 

８）固定観念と偏見について考えさせられる短編ビデオの視聴とコメントの共有 
９）質問：グローバルな社会におけるリーダーにとって、固定観念に対する理解はなぜ重要だ
ろうか？目の前で偏見に基づく行動があった時、どんな反応をすることができるか？ 

10）ふりかえりのワークシート：学んだことを３つ、将来自分が使うと思うことを２つ、まだ
解決していない疑問点を１つ書いてください。 
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 研修�「国連Mh@C<mCのCPnTと役割のho」 

▶安全保障理事会・経済社会理事会・信託統治理事会・総会
の各会議場を見学し、説明を聞きました。通常兵器の展示では、
地雷が１個数百円で作られるが撤去にはその約100倍の費用が
かかるとの説明がありました。大量殺戮兵器のコーナーでは、
広島・長崎への原爆についての展示がありました。また、世界の軍事費総額に対してどれほど
国連への拠出金が少ないかのグラフも印象的でした。 
 
研修�「国連�Fくとい��と�gQ�Fくとい��と�[Jのsいを?りq�bし%�と」

▶国連見学の後は本校の卒業生で、長く国連で働いておられた沼
田隆一さんのお宅を訪問しました。 
海外では阿吽の呼吸は通じないので口に出して表現することが

大切だということ、その人の国のことを調べておいて話題にする
ことでその人との距離がぐっと縮まること、そうやって壁を越え
ると、知らなかった世界が目の前に開かれること、南スーダンで
は調達担当として宿営地の選定から全車両用のガソリンの買い付け、各国の兵士に合わせた食
料の手配までされたこと、国際的な舞台では「青白き秀才」ではなく、「たくましき秀才」が
求められていることなどを話されました。 

	

１月５日（火） 
研修	「Baに��るRc性Wuの取り組みのUw」▶Ogilvy & Mather 社 Diversity & 
Inclusion 部門の Transformation 担当取締役で共同経営者である
Melissa Ng 氏が研修を準備してくださいました。この会社は世界
126 か国に 500 以上のオフィスを持つ世界最大のマーケティング会
社の一つです。 

研修の主な内容は以下の通りです。 

１）＜Diversity & Inclusion のメリット＞「多様性と受容」と聞く
と怖がる経営者がいるが、実際は企業に大きな恩恵をもたらす。創造性を増大させるので、
より良い立案ができ、リスクを避けることができる。労働者が「しっくりくる」感覚を持て
るので、離職者が減り、優秀な人材が集まる。社内のネットワーキンググループの果たす役
割が大きい。多様な社内横断的なグループが張り巡らされることで、より多くの市場を獲得
し、組織としての適応能力が高まり、提供できるサービスの幅が広がり、多様なアイデアと
経験を活かして多角的な検討ができ、誇りを持ちリラックスし、自分の仕事を認められる環
境により効果的な業務の遂行がなされる。 

２）＜課題＞2020 年までにアメリカの労働者の 40%がヒスパニック系になると予想されている。
世界は変化している。コミュニケーションが不足すると、「声を聞いてもらえていない」人が
生まれることになる。それではダメで、気づかず自動的にしてしまう「無意識の偏見」を明
るみに出し、特性もその人の一部なのだと認める労働環境を作らなくてはならない。無意識
の偏見への気づき・客観的なデータ・共に働くためのスキルをトレーニングで提供し、オー
プンな心構えを保てる(keep mind-set open) 職場にすることが必要なのだ。 

３）＜解決のための方策＞前述の社内のネットワーキンググループが当社での solution だ。各
グループは、現状をどう変えるかを考え、調査し、レポートを公表する。 

４）私から皆さんへの宿題は、日本に戻った翌日からのアクションプランを立てることだ。個人
レベル、学校レベル、家庭レベルで何をいつまでにどのようにやるのかを書いて欲しい。 
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研修⑨「国連グローバルコンパクト本部の役割と女性の就労に関

する取り組み」 ▶３人の方が説明をしてくださいました。 

人権と法律及び政策部門長の Shubha Chandra さんは、国連グロ
ーバルコンパクトが作られた経緯と、この枠組みと国連のミレニア
ム開発目標(Millennium Development Goals) 及び昨年国連総会で採
択された持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）と
の関係について話されました。これらの目標は企業の責務を確認するリストであるとともに、
ビジネスチャンスでもあると強調されていました。 
また、この本部の役割は、このような国連の決定内容を、国連の関連機関（国際労働機関や

国連ウィミンなど）と連絡を取りながら、各地域のグローバルコンパクト署名団体が共有する
手助けをしたり、各地での取り組みを集約して必要とする団体に有効な手段として提供したり
することであると話されました。地域によって課題や事情が異なるため、本部が主導するので
はなく、地域ごとのネットワークが地域の NGO と協力して動くことが重要であるということ
もわかりました。 
女性のエンパワメント担当調整官の Tulsi Byrne さんは、2010 年に作成されたWomen’s 

Empowerment Principles (WEPs 女性のエンパワーメント原則)を紹介されました。女性にとっ
ての問題状況（意思決定の役割を正当に与えられていない、同一労働でも賃金が低い、暴力的
／性的虐待を受けている、職業・教育・訓練・職能開発において同等の機会が与えられていな
い、経済的に不利にされていてビジネスの競争に参加する機会が平等に与えられていない等）
を整理して示し、逆に女性への処遇を改善すればどれほどビジネスの進展につながるかを紹介
してくださいました。 
最後は、管理及び社会的持続可能性部門の長であり、この本部の顧問である Ursula 

Wynhoven さんが、日本の女性の労働環境について質問をされました。日本では父親も育児休
暇を取ることが法律上は可能になっているものの、男性の育休取得は難しいということを伝え
ると、興味を持ってこちらの話を聞き、アメリカでも男性の取得者は少ない、北欧は進んでい
ることなどを紹介してくださいました。参加生徒からの、利益につながらないと思われる労働
環境整備を企業はどう位置付けているのかといった質問にも丁寧に答えられ、いつでも意見や
質問を歓迎すると言っていただきました。 
 
１月６日（水） 
空港へ向かうバスの中で、生徒と引率教員全員が振り返りのスピーチをしました。それまで
毎日の振り返りは Google Classroom のシステムを使って個別に提出してもらっていただけだ
ったので、感じたことを交流するいい機会になりました。 
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(1㻜) ڮ��年েৌ 学ಆ成ટ発ভَইख़५ॱُ 
 

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

௦⾲Ⓨ⾲㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ᥈✲䝥䝺䝊䞁㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ᥈✲䝉䝑䝅䝵䞁㻌

 

䕔ᐇ᪥ � ᭶ � ᪥㸪�� ᪥㸪�� ᪥ 

䕔ᙧែ ��� ᖺ⏕ࢆᑐ㇟ࠊ㸯᪥┠ࠊࡣ㡢ᴦࡢⓎ⾲ᇶㄪㅮ₇ࠊᏛᖺูάືࠊ㸰᪥┠ࠊࡣㄢ㢟◊✲ࠕ᥈

+*6ࠕࡧཬࠊ⾲Ⓨࡢࠖ♏Ꮫ᥈✲ᇶ⛉ࠕ࣭ࠖ✲Ꮫ᥈⛉ࠕ࣭ࠖ♏᥈✲ᇶࠕ࣭ࠖ✲ ᾏእ◊ಟ࣭ࠖ66ࠕ+ ᾏእ◊

ಟࠖࡢⓎ⾲➼ࢆศ⛉ᙧᘧ࡛ࠊ㸱᪥┠ࠊࡣ㸰᪥┠ྠࡰෆᐜ⯡୍ࢆබ㛤ࠋࡓࡗ⾜࡚ࡋ㸱

᪥┠ࠊࡣ㸯ᖺ⏕ࡢ᪥ᮏㄒ࡛ࠊࢺ࣮࣋ࢹࡢ㸰ᖺ⏕ࡢⱥㄒ࡛ࡀࢺ࣮࣋ࢹࡢຍࠋࡿࢃ 

 

䐟 䛂᥈究䛃䛾発表䠖代表発表・᥈究プレ䝊ン・᥈究セッション 

䐠 ཱྀ㢌発表で䛾タ䝤レット䛾活用 

䐡 ᥈究ᇶ♏䠖䝕䜱ベートと➨䠏䛾アイ䝕ア 

䐢 ᇶㄪㅮ₇と䝗䜻ュ䝯ンタリーᫎ画上ᫎ会   について⤂する。 

  

䐟 䛂᥈✲䛃䛾Ⓨ⾲䠖௦⾲Ⓨ⾲䞉᥈✲䝥䝺䝊䞁䞉᥈✲䝉䝑䝅䝵䞁㻌

䕔ᙧែ㻌 ㅮᗙෆⓎ⾲ࡢホ౯ྛࠊࡾࡼㅮᗙࠕࡽ௦⾲Ⓨ⾲ࠖࡿࡍࢆ㸯ྡ㸦⤌㸧࣭ࠕ᥈✲ࡍࢆࠖࣥࢮࣞࣉ

㻌ࠋࡿࡍ⾲ᙧᘧཱྀ࡛㢌Ⓨࠖࣥࣙࢩࢵࢭ✲᥈ࠕࡣᚐ⏕ࡢࡢࡑࠊࡋ㑅ฟࢆ㸱ྡ㸦⤌㸧ࡿ

䕔࠸ࡽࡡ ㄢ㢟◊✲ࡁ⪺ࠊࢆᡭࢆព㆑ࡓࡋ㉁ࡢ㧗ືࡿࡍࡢࡶ࠸ᶵࢆࠋࡿ࠼ 

㻌 ◊✲ᡂᯝࢆඹ᭷ࠊࡅཷࢆ่⃭࡛ࡇࡿࡍពぢࡢὶࢆᴦࠋࡴࡋ 

 

䕔ᐇのヲ⣽  

� 䛂代表発表䛃䛾生徒䛿、大教ᐊまた䛿図᭩ᐊで発表し、䠍日┠䛿コ䝯ンテーターからコ䝯ントを受ける。 

� 䛂᥈究プレ䝊ン䛃䛾生徒䛿、普通教ᐊで発表する。 

� 䛂᥈究セッション䛃䛾生徒䛿、普通教ᐊで、๓後༙ศ䛪つをい同時に䠎組が発表する。こ䛾ᙧᘧ䛿、全

研究が発表できるようにするため、年ึめて導入した。発表⪅と⪺く生徒と䛾㊥㞳が㏆く、質ၥ䜔意見

をし䜔すくなることもᮇᚅした。 

 

䕔ྲྀ⤌䜢⤊䛘䛶㻌

� ᥈究セッション䛿、㞄䛾発表がẼになると䛾Ḟ点が䛒る一方、発表⪅と参ຍ⪅䛾㊥㞳が㏆く、⊂特䛾㞺ᅖ

Ẽで意見もし䜔すいという長ᡤも䛒った。䠎年生䛿課題研究を全て発表することになり䝂ールがᥞっ

た䛾もኈẼを高める効果が䛒ったとឤじる。 

 

・ 探究セッション䛿、 隣䛾発表が気になると䛾欠点がある一方、 発表者と参加者䛾距離が近く、 独特䛾雰

囲気で意見交換もしやすいという長所もあった。２年生䛿課題研究を全て発表することになりゴールが揃っ

た䛾も士気を高める効果があったと感じる。

・ 「代表発表」 䛾生徒䛿、 大教室また䛿図書室で発表し、 １日目䛿コメンテーターからコメントを受ける。

・ 「探究プレゼン」 䛾生徒䛿、 普通教室で発表する。

・ 「探究セッション」 䛾生徒䛿、 普通教室で、 前後半分ずつを使い同時に２組が発表する。 こ䛾形式䛿、

全研究が発表できるようにするため、 今年初めて導入した。 発表者と聞く生徒と䛾距離が近く、 質問や

意見を交換しやすくなることも期待した。
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䐠 ཱྀ㢌Ⓨ⾲䛷䛾䝍䝤䝺䝑䝖䛾ά⏝㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

䕔ᙧែ㻌 ᮏᰯ࡛ࡣ⏕ᚐဨࢆࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࢺࢵࣞࣈࢱࡀධᏛ㉎ධࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉࠋࡿ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡓࡋᢞᙳࢆീ⏬࡚ࡋ⥆᥋࡛ࢫࣞࣖ࣡ࢆ࣮ࢱࢡ࢙ࢪࣟࣉࢺࢵࣞࣈࢱࠊ㝿࠺⾜

 

䕔࠸ࡽࡡ ‽ഛࢆᐜ᫆ࠋࡿࡍ㸦ࣝࣈ࣮ࢣࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ㸦㟁※࣭/$1࣭5*%㸧ࡀせࡿ࡞㸧 

⏕ᚐྛ⮬ࡢࢱ࣮ࢹࡋ࡞ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࡀಟṇࠋࡿ࡞⬟ྍࡀࡇࡿࡍࢆࣝࢧ࣮ࣁࣜࡸ 

Ⓨ⾲⪅ࢆ⾗⫈㝸࡚ࡀࡢࡶࡿᑡࠊࡾ࡞ࡃ࡞㊥㞳ឤࡀ㏆ࠋࡿ࡞ࡃ 

 

䕔ᐇのヲ⣽  

� 会ሙ䛾設ഛとして䛿、▷↔点プロジ䜵クタと展♧䝪ー䝗を設置する。 

� プロジ䜵クタ䛾 㻴D㻹㻵 入力➃Ꮚ䠄ᕥ䛾㉥枠䠅と 㼁㻿㻮 ฟ力➃Ꮚ䠄ྑ䛾㉥枠䠅にミラ䜻ャスト対ᛂワイ䝲レス䝕䜱

スプレイアダプタ䠄㻹i㼏㼞o㼟oft 㻼3㻽-㻜㻜㻜㻜㻥 な䛹䠅を᥋続する。 

� ミラ䜻ャスト対ᛂタ䝤レット䠄A㼟u㼟 Ne㼤u㼟7 2㻜13 な䛹䠅とワイ䝲レス䝕䜱スプレイアダプタを↓⥺᥋続し、ᫎീ

を㏦る。䠄㡢ኌも㏦ฟྍ⬟䠅 

 

 

 

 

 

㻌 㻌 䝥䝻䝆䜵䜽䝍㻌㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝽䜲䝲䝺䝇䝕䜱䝇䝥䝺䜲䜰䝎䝥䝍㻌 㻌 㻌 䞉㻌 䝭䝷䜻䝱䝇䝖ᑐᛂ䝍䝤䝺䝑䝖㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠄㻹㼕㼏㼞㼛㼟㼛㼒㼠㻌㻼3㻽㻙㻜㻜㻜㻜㻥䠅㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠄㻭㼟㼡㼟㻌㻺㼑㼤㼡㼟㻣㻌2㻜13䠅 

䕔ྲྀ⤌䜢⤊䛘䛶㻌

� 䛽らい通り䛾効果が得られた。 

� ワイ䝲レス᥋続䛾手㡰な䛹、᧯స方法を事๓に☜ㄆする機会をసるな䛹䛾準ഛをすれ䜀、スムー䝈に㐍

めることができる。 

 

 

 

 

 

・ 䛽らい通り䛾効果が得られた。

・ ワイヤレス接続䛾手順など、 操作方法を事前に確認する機会を作るなど䛾準備をすれ䜀、 スムーズに進

めることができる。

・ 会場䛾設備として䛿、 短焦点プロジェクタと展示ボードを設置する。

・ プロジェクタ䛾 HD㻹I 入力端子 （左䛾赤枠） と 㼁㻿B 出力端子 （右䛾赤枠） にミラキャスト対応ワイヤレス

ディスプレイアダプタ （㻹icrosoft	㻼3㻽-00009 など） を接続する。

・ ミラキャスト対応タブレット （Asus	㻺exus7	2013 など） とワイヤレスディスプレイアダプタを無線接続し、 映

像を送る。 （音声も送出可能）
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䐡 䛂᥈✲ᇶ♏䛃䠖䝕䜱䝧䞊䝖䛸➨䠏䛾䜰䜲䝕䜰㻌

䕔ᙧែ㻌 䠍年生䛾課題研究䛂᥈究ᇶ♏䛃に関して䛿、代表ᩬが䝕䜱ベートを発表し、また全員がㅮᗙ内で䛾䝕

䜱ベート時に⪃えた䛂➨䠏䛾アイ䝕ア䛃を䝫スター発表した。 

䕔࠸ࡽࡡ  

� ඃ⚽ᩬが発表する機会をసることで、ண㑅に向けて全体䛾ኈẼを高める。 

� 䝕䜱ベートで㈶成対両方䛾立ሙから課題を᳨ウした後、方䛾ᙇをᑛ

㔜したゎỴ⟇䛂➨䠏䛾アイ䝕ア䛃䛾発表䛾機会をసる。 

 

䐢 ᇶㄪㅮ₇䛸䝗䜻䝳䝯䞁䝍䝸䞊ᫎ⏬ୖᫎ㻌

䕔ᙧែ㻌 㻌 ��㻌千里䝣䜵スタ䜸ープニングᇶㄪㅮ₇として、国連務⤒㦂⪅による、

グローバルに活㌍する人ᮦにᚲせな㈨質について䛾ㅮ₇会を開い

た䠄䠍、䠎年対㇟䠅。 

2) 䠍年生対㇟に、カカ䜸㎰ᅬで䛾ඣ❺ປാ䛾⌧≧・᧞⁛䛾ため䛾取

組・学生䛾⤒㦂を⤂する䝗䜻ュ䝯ンタリーᫎ画を上ᫎした。 

䕔࠸ࡽࡡ  

1) 㻿G㻴 䛾ᇶ本理ᛕ・┠ᶆを次䛾学年を㏄えるに䛒たって☜ㄆする。 

2) 䠎年生で䛾課題研究へ䛾ᶫΏしとして、⮬ศた䛱と同ୡ代䛾ⱝ⪅が䛹んなことをできるか⪃え、ᐇ

行した㌶㊧を見ることによって、本校生徒が⮬ศた䛱にもఱができるかを⪃えるため䛾一助とする。 

䕔ᐇのヲ⣽ 㻌 2)について㻌

䛂国際理ゎ䛃䛾ᤵ業で、2 年時䛾ᤵ業䛂᥈究䛃に向けて、国際的課題を取りᢅってきた。特に䜺ー

䝘䛾ココア㎰ᅬにおけるඣ❺ປാについて䛿、௨ୗ䛾ように 4 時㛫に䜟たって理ゎを῝めさせて

きた。ᫎ画䛂バレンタイン一ᥡ䛃䛾上ᫎを➨ 3 ᅇと➨ 4 ᅇ䛾㛫に入れる。 

䕔ྲྀ⤌䜢⤊䛘䛶㻌 2)について㻌

� 生徒䛾ឤを読むと、ᤵ業でணഛ▱識を得てから見たせいも䛒って、多く䛾生徒がᫎ画䛾内ᐜをしっかり

と理ゎしている。エ䜻ス䝫シテ䜱な䛹に㈙い≀に行った際にも䝣䜵アトレー䝗ၟရを᥈してみるな䛹、㌟㏆

なも䛾が国際的課題につながっていることをឤじてくれている。次年度䛾䛂᥈究䛃に向けて、大きなၥ題に

対して䛾政⟇提言だけで䛿なく、⮬ศた䛱䛾立䛱置で、ఱができるかを⪃える♏になってくれれ䜀幸い

で䛒る 

  

➨䠍ᅇ ㅮ⩏ 䝏ョコレート䛾Ṕྐとココア䛾サプライ䝏䜵ーンについて 

➨䠎ᅇ グループワーク 䜺ー䝘䛾ココア㎰家と日本䛾家᪘を体ឤしてみよう 

➨䠏ᅇ 䝡䝕䜸 
ୡ⏺が 1㻜㻜 人䛾ᮧだったら 

䛂䝏ョコレートも▱ら䛪一生カカ䜸㎰ᅬでാき続けるᘵ䛃 

➨䠐ᅇ グループワーク カカ䜸生⏘ᆅにおけるඣ❺ປാ䛾ၥ題を改善するために⚾た䛱にできること

・ 生徒䛾感想を読むと、 授業で予備知識を得てから見たせいもあって、 多く䛾生徒が映画䛾内容をしっか

りと理解している。 エキスポシティなどに買い物に行った際にもフェアトレード商品を探してみるなど、 身

近なも䛾が国際的課題につながっていることを感じてくれている。 次年度䛾 「探究」 に向けて、 大きな

問題に対して䛾政策提言だけで䛿なく、 自分たち䛾立ち位置で、 何ができるかを考える礎になってくれ

れ䜀幸いである

・優秀斑が発表する機会を作ることで、 予選に向けて全体䛾士気を高める。

・ ディベートで賛成反対両方䛾立場から課題を検討した後、 双方䛾主張を尊

重した解決策 「第３䛾アイデア」 䛾発表䛾機会を作る。
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(11) 成ટの 
 

䐟 㻿㻳㻴 䝩䞊䝮䝨䞊䝆㻌

ᵓ・ᐇ㊶報告・運営に関する記事を英日対ヂᙧᘧでᥖ㍕したホーム䝨ージを企画・స成した。 

ୗ記䐠ࠥ䐢䛾㈨ᩱも㡰次こ䛾ホーム䝨ージ䛾䛂活ື記録䛃䌦䛂運営䛃䛾カテ䝂リでබ開する。 

  

 

䐠 ᐇ㊶䝺䝫䞊䝖㻌

具体的なᐇ㊶䛾ᵝᏊを⤂することを║にしたᏊ䛄ඹ᭷と๓㐍䛾ため䛾 㻿G㻴 研究開発ᐇ㊶レ䝫ート

2㻜1㻡䛅をస成し、㻿G㻴 校並びにア䝋シエイト校に㏦した。 

 

䐡 ㄽᩥ㞟㻌

䠎年生䛾課題研究䛾䠍䠍䠌研究䛾中から 38 ㄽ文を㑅んでᥖ㍕したㄽ文

㞟をస成した。 

 

䐢 䠍ᖺ⏕ྥ䛡ㄢ㢟◊✲䝔䜻䝇䝖㻌

ᤵ業で用いたワークシート䛄᥈究通ಙ䛅をᏊにまとめ、テ䜻ストをస成した。 
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(12) 6*+ ઈ৩ভ： 助⾔を中⼼に 
 

年度䛿、1㻜 月と 2 月䛾䠎ᅇ運営指導委員会を開ദし、外

部᭷識⪅から䛾助言を受けた。い䛪れ䛾ᅇも生徒䛾発表を見

ていただいた上で䛾具体的、ᘓ設的な助言を受けることがで

き、ຬẼけられるも䛾だった。本校䛾後䛾指導にも、同ᵝ

䛾取組をされている校にもᙺ立つも䛾とᛮ䜟れる䛾で、助言

部ศをヲしく⤂する。 

 

䐟 ᖹᡂ䠎䠓ᖺᗘ㻌➨䠍ᅇ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㻌

᪥䠖平成䠎䠓年䠍䠌月䠎䠍日 䠍䠍時䠏䠑ศࠥ䠍䠎時䠐䠌ศ䠋ሙᡤ䠖千里高校 校長ᐊ 

ฟᖍ⪅䠖 

運営指導委員 

ஂ ⚽㝯ᾈ䠄㏆␥大学 総合社会学部 ⎔ቃ⣔専ᨷ 教ᤵ䠅 

⸨本 英Ꮚ䠄ி㒔ᕷ立ⱁ⾡大学 ⨾⾡学部 教ᤵ䠅 

ᮅ⏣ ⚽ಇ䠄྿⏣ᕷ立➉見ྎ中学校 校長䠅 

ᒸ本 真䠄大阪府教育センター 高等学校教育᥎㐍ᐊ ௵指導事䠅 

大阪府教育委員会事務局 

平ᒸ 㤶Ꮚ䠄大阪府教育委員会事務局 教育⯆ᐊ高等学校課教務グループ ௵指導事䠅 

千里高校 

林 伸一校長䠋ᇼ㎶一教㢌䠋大西 千ᑜ㤳ᖍ䠄㻿G㻴 事業᥎㐍ᢸᙜ䠅䠋ᯇ 活夫教ㅍ䠄㻿G㻴 委

員・䛂᥈究䛃䛂᥈究ᇶ♏䛃ᢸᙜ䠅䠋㏆⃝ 一友教ㅍ䠄㻿G㻴 委員・䛂᥈究䛃䛂᥈究ᇶ♏䛃䛂国際理ゎ䛃ᢸᙜ䠅

䠋㔝ᮧ 真理教ㅍ䠄䛂᥈究䛃ᢸᙜ䠅 

ḟ➨䠖 

校長ᣵᣜ・委員⤂・委員長䛾㑅ฟ䠖 ஂ委員を委員長に㑅ฟ 

本校䛾 㻿G㻴 事業䛾取組≧ἣ報告䠖 1) ᵓ䛾㦵Ꮚ 2) ᐇ≧ἣと後䛾ண定 3) ⌧在䛾課題 

 

指導助言(な内ᐜ) 

䖣ᆅ域䛾課題䛿ᆅ域でゎỴしていかないとᣢ続ྍ⬟性をᢸಖしていくことができない。支援䛾方で

ᗄつか䛾切りཱྀが䛒る。国際機関でプログラムをసるᙧ䛾支援も䛒るし， NGO，N㻼O 䛾ようにᆅ域に

入り㎸んでಶู課題をゎỴしていくという切りཱྀも䛒る。NGO に䛿 NGO 䛾ネットワークが䛒る。 

䖣ປാ法な䛹䛾政⟇提案で䛿なく、高校生でも᫂日からでもできるような提案に᥈究を㏆䛵けていけ

䜀，ᐇឤ䛾䛒る提案ができる。 

䖣グローバルな視点で将来活㌍していくような高校生が社会人になる䛾䛿，㢗もしいとᛮう䛾と同時に，

ᆅඖ䛾課題に対してⲡ䛾᰿レベルで䛾視点もᣢてるようなグローバル人ᮦが育ってḧしい。 

䖣国際ၥ題と同じᵓ図がローカルに䛒る。ま䛪そこをトレーニング䛾ሙᡤとして䜟せていただきなが

ら、ゎỴをするということを䜔れ䜀、そこで⬟力アップが図れ，それが国際的に䛹う通用するかというᡤ

に⤖びつけていくこともできる。ᾏ外に行かなくても取り組め、ᆅ域ၥ題をゎỴするという貢献にもな

る。そういう両㍯でいく䛾も一つ䛾手で䛒る。 
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(12) 6*+ ઈ৩ভ： 助⾔を中⼼に 
 

年度䛿、1㻜 月と 2 月䛾䠎ᅇ運営指導委員会を開ദし、外

部᭷識⪅から䛾助言を受けた。い䛪れ䛾ᅇも生徒䛾発表を見

ていただいた上で䛾具体的、ᘓ設的な助言を受けることがで

き、ຬẼけられるも䛾だった。本校䛾後䛾指導にも、同ᵝ

䛾取組をされている校にもᙺ立つも䛾とᛮ䜟れる䛾で、助言

部ศをヲしく⤂する。 

 

䐟 ᖹᡂ䠎䠓ᖺᗘ㻌➨䠍ᅇ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㻌

᪥䠖平成䠎䠓年䠍䠌月䠎䠍日 䠍䠍時䠏䠑ศࠥ䠍䠎時䠐䠌ศ䠋ሙᡤ䠖千里高校 校長ᐊ 

ฟᖍ⪅䠖 

運営指導委員 

ஂ ⚽㝯ᾈ䠄㏆␥大学 総合社会学部 ⎔ቃ⣔専ᨷ 教ᤵ䠅 

⸨本 英Ꮚ䠄ி㒔ᕷ立ⱁ⾡大学 ⨾⾡学部 教ᤵ䠅 

ᮅ⏣ ⚽ಇ䠄྿⏣ᕷ立➉見ྎ中学校 校長䠅 

ᒸ本 真䠄大阪府教育センター 高等学校教育᥎㐍ᐊ ௵指導事䠅 

大阪府教育委員会事務局 

平ᒸ 㤶Ꮚ䠄大阪府教育委員会事務局 教育⯆ᐊ高等学校課教務グループ ௵指導事䠅 

千里高校 

林 伸一校長䠋ᇼ㎶一教㢌䠋大西 千ᑜ㤳ᖍ䠄㻿G㻴 事業᥎㐍ᢸᙜ䠅䠋ᯇ 活夫教ㅍ䠄㻿G㻴 委

員・䛂᥈究䛃䛂᥈究ᇶ♏䛃ᢸᙜ䠅䠋㏆⃝ 一友教ㅍ䠄㻿G㻴 委員・䛂᥈究䛃䛂᥈究ᇶ♏䛃䛂国際理ゎ䛃ᢸᙜ䠅

䠋㔝ᮧ 真理教ㅍ䠄䛂᥈究䛃ᢸᙜ䠅 

ḟ➨䠖 

校長ᣵᣜ・委員⤂・委員長䛾㑅ฟ䠖 ஂ委員を委員長に㑅ฟ 

本校䛾 㻿G㻴 事業䛾取組≧ἣ報告䠖 1) ᵓ䛾㦵Ꮚ 2) ᐇ≧ἣと後䛾ண定 3) ⌧在䛾課題 

 

指導助言(な内ᐜ) 

䖣ᆅ域䛾課題䛿ᆅ域でゎỴしていかないとᣢ続ྍ⬟性をᢸಖしていくことができない。支援䛾方で

ᗄつか䛾切りཱྀが䛒る。国際機関でプログラムをసるᙧ䛾支援も䛒るし， NGO，N㻼O 䛾ようにᆅ域に

入り㎸んでಶู課題をゎỴしていくという切りཱྀも䛒る。NGO に䛿 NGO 䛾ネットワークが䛒る。 

䖣ປാ法な䛹䛾政⟇提案で䛿なく、高校生でも᫂日からでもできるような提案に᥈究を㏆䛵けていけ

䜀，ᐇឤ䛾䛒る提案ができる。 

䖣グローバルな視点で将来活㌍していくような高校生が社会人になる䛾䛿，㢗もしいとᛮう䛾と同時に，

ᆅඖ䛾課題に対してⲡ䛾᰿レベルで䛾視点もᣢてるようなグローバル人ᮦが育ってḧしい。 

䖣国際ၥ題と同じᵓ図がローカルに䛒る。ま䛪そこをトレーニング䛾ሙᡤとして䜟せていただきなが

ら、ゎỴをするということを䜔れ䜀、そこで⬟力アップが図れ，それが国際的に䛹う通用するかというᡤ

に⤖びつけていくこともできる。ᾏ外に行かなくても取り組め、ᆅ域ၥ題をゎỴするという貢献にもな

る。そういう両㍯でいく䛾も一つ䛾手で䛒る。 

 

䖣グローバルな課題䛾⌧ሙに研修に行く䛾も一つ䛾方法だ。⌧ሙを⤒㦂することによって心が成長す

るし⮬ศが置かれている立ሙがよくศかる。これにより提携先がᗈがるྍ⬟性も䛒る。ᆅ域課題に取り

組む NGO とタイアップする䛾も一つ䛾手で䛒る。 

䖣スーパーグローバル事業䛿国際的なၥ題、そして国際的な䝡ジネス課題を高校生䛾立ሙで、企業・

大学と連携しながら䛹䛾ようにゎỴしていくかという研究テー䝬が䛒って、それにᛂえて千里高校䛾ᵓ

䛿立案されている。ᵓ䛾せなᰕをグローバルコンパクトにしていることを活かしつつ、䛹うᗈげて

⫗けしていくかということになる。䛂グローカル䛃という⪃え方䛿㔜視す䜉き方向で䛒る。生徒䛾研究を

῝める方法䛾一つとしてᛴが䛪に᳨ウされると良い。 

䖣企業䜔大学と䛾䝬ッ䝏ング䛿、ึめからうまくいくも䛾で䛿ない。後連携されていく企業それぞれ䛾

ᙉみが見えてくる。また、大学と䛾連携について䛿、研究䛾テー䝬よりも研究䛾స法を教䜟ることに㔜

点を置くと良い。関係が῝まれ䜀また⧅がりもできる。 

䖣グローバルコンパクト䛾中で㉳こっているၥ題がᐇ際に⌧ᆅで䛿䛹䛾ように見えている䛾かを⌧ᆅに

行って見よう、という┠的で㏵上国に行くという䜔り方も䛒る。そしてそこが䝡ジネスにつながっていくか

もしれない、というシ䝘リ䜸సりもできる。 

䖣運営委員会だけで䛿なくて㝶時委員と連⤡を取っていただけれ䜀、サ䝫ートさせていただきたい。 

 

䐠 ᖹᡂ䠎䠓ᖺᗘ㻌➨ 2 ᅇ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㻌

᪥䠖平成䠎䠔年䠎月䠍䠌日 䠍䠍時䠐䠌ศࠥ䠍䠎時䠏䠌ศ䠋ሙᡤ䠖千里高校 校長ᐊ 

ฟᖍ⪅䠖 

運営指導委員 

ஂ ⚽㝯ᾈ䠄㏆␥大学 総合社会学部 ⎔ቃ⣔専ᨷ 教ᤵ䠅 

⸨本 英Ꮚ䠄ி㒔ᕷ立ⱁ⾡大学 ⨾⾡学部 教ᤵ䠅 

大阪府教育委員会事務局 

ụᔱ 伸 大阪府教育委員会事務局 教育⯆ᐊ高等学校課 総ᣓ௵指導事 

千里高校 

林 伸一校長䠋ᇼ㎶一教㢌䠋大西 千ᑜ㤳ᖍ䠄㻿G㻴 事業᥎㐍ᢸᙜ䠅䠋ᯇ 活夫教ㅍ䠄㻿G㻴 委

員・䛂᥈究䛃䛂᥈究ᇶ♏䛃ᢸᙜ䠅䠋㏆⃝ 一友教ㅍ䠄㻿G㻴 委員・䛂᥈究䛃䛂᥈究ᇶ♏䛃䛂国際理ゎ䛃ᢸᙜ䠅

䠋㔝ᮧ 真理教ㅍ䠄䛂᥈究䛃ᢸᙜ䠅䠋୕႐夫教ㅍ䠄䛂᥈究䛃ᢸᙜ䠅䠋ⰱ⏣ 教ㅍ䠄䛂᥈究䛃ᢸᙜ䠅䠋

๓ᶫ ┤Ꮚ教ㅍ䠄䛂᥈究䛃ᢸᙜ䠅 

ḟ➨䠖 

䠍， 校長ᣵᣜ 

䠎， 本校䛾 㻿G㻴 事業䛾取組≧ἣ報告 

䠍䠅 ᐇ≧ἣ䠖๓ᅇ䛾運営指導委員会௨㝆䛾取組について報告 

䠎䠅 来年度䛾ᐇ計画䠖来年度䛾ᐇ計画䛾方㔪について報告 

䠏䠅 ホ౯䛾中㛫報告䠖ホ౯指ᶆに関䜟るᐇ⦼・理ゎ度・意識ㄪᰝ䛾⤖果・┠ᶆ設定シート㐩成度䛾ᴫせ

を報告 
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䠏， 指導助言(な内ᐜ) 

䠘ᆅ域課題について䠚 

委員䠖千里高校で䛿䛹ういうグローバル人ᮦをస䜝うとする䛾かについて改めてඹ᭷するᚲせが䛒る。

㒔ᕷ開発䜔ま䛱䛵くり䛾⌧ሙで䛿、日本に䛒るᢏ⾡をᾏ外にᣢっていくということがとても多い。これに

対して、国連⫋員䛿コー䝕䜱ネイトする人ᮦだ。質が㐪い、ᚲせな⣲養も㐪う。㉳業をするというほ点で

いえ䜀、グローバルなၥ題だけで䛿なく、㌟㏆なᡤで㉳こっている社会䛾ニー䝈を的☜にᤊえてそれ

に䝴ニークなゎỴ方法を㍕せていく⬟力がᚲせとされる。それができれ䜀ୡ⏺中䛾䛹こに行っても社

会貢献ができる。┠指す䜉き方向性が」ᩘ䛒って良い。そこをうまくᩚ理しながら⤫一性を図っていく

䛾がいいとᛮう。 

委員䠖⚾も㠀ᆅ域課題䛾ゎỴに立⬮して䜔っていっていただきたい。ᆅ域䛾ၥ題䛿ୡ⏺䛾ၥ題にᚲ

䛪⧅がっている。会社䛾⤒営䛾ヰだと高校生が取組んでも⪺いたことを発表しましたというឤじにな

り、もったいない。 

䠘グループワークについて䠚 

委員䠖䛬䜂，グループとして活ືすると、こんなに㠃ⓑく，こんなに発展するんだという体㦂をこ䛾ୡ代で

してḧしい。特に、課題発見䛾とこ䜝で、䝕䜱スカッションしていくと㠃ⓑいし、多ᵝなも䛾がฟてくると

ᛮう。そういうことをึᮇに、䛂ᆅ域䛾ことを⪃える䛃というテー䝬で体㦂してもらえたらとᛮった。それに

䛿ᕷ㆟会䜔府㆟会を見に行くと良い。また、᥈究した後、䛹ういうᙧで提案していけ䜀いいかを⪃える

ሙ㠃で䛾グループワーク䛿意が䛒る。 

䠘䝣ュー䝏ャーセンターについて䠚 

委員䠖こういう工夫として䝣ュー䝏ャーセンターというス䝨ースをసった高校が䛒る。みんなが㞟まってき

てアイ䝕アをฟしていくሙᡤ䜔㞺ᅖẼをసっていく䜔り方だ。㠃ⓑい䛾䛿、༢に㞟まってヰをするだけ

で䛿なくて、生徒䛾䝰䝏ベーションが上がってきて学力もアップしてきた。ただ、そういう発䜔䜔り方

と᥈究䛿ᑡしベクトルが㐪う䛾で、これ䛿ᩚ理しておかないといけない。 

委員䠖䝣ュー䝏ャーセンター䛿、䝤レーンストーミング䛾ワークショップだ。アイ䝕アをฟし䛒いながら、

㻼o㼟t㻵t を㈞りながら発展させていく。ᖖにそういうことができるス䝨ースだ。さらに䛹こか䛾グループが䜔

った成果をቨに㈞っておく、そこを通った生徒がこんな㆟ㄽが䛒った䛾だと▱って⮬ศ䛾ឤじたことを

᭩き㎸む。こういうことができるス䝨ースを校⯋䛾一ゅにసった。アイ䝕アを㈞れるように、ホワイト䝪ー

䝗䜔コルク䝪ー䝗を用意して䛒る。人が通って見られるような䜸ープンス䝨ースがいい。 

委員䠖⚾も関西䝣ュー䝏ャーセンター䛾䝯ンバーだ。そこで活ືしているグループが䛒る䛾で、ኌけを

すれ䜀、䝜ウハウをᣢった人た䛱䛾༠力が得られる。 

委員䠖᥈究䛾ようなᤵ業䜔、学校で㉳こっているၥ題を䛹うゎỴしていくかといったワークもしている。 

委員䠖༠力している N㻼O 䛾人がᖖ㥔している。文科┬から⿵助㔠をもらっている。ᚲ䛪しもᖖ㥔䛿ᚲせ

ないが、いると、ア䝗バイスができる。 

䠘本校䛾年度䛾᥈究ㅮᗙで䛾グループワークについて䠚 

教員䠖テー䝬設定䛾とこ䜝で、ᗈげる䛾にᚲせだったかなとᛮう。䠍年䛾段階で䛒ると良いとᛮう。 

教員䠖䠍、䠎年両方をᢸᙜしている。䠍年䛾後༙で䛿、᫂らかにそれを意図して指導計画ᢸᙜ䛾先生が計

画を組んでおられた。䛾おヰと䜋䜌合⮴する。ま䛪、題で䛒るグローバルコンパクトに関して、䛒

なたなら䛹んなことを⪃えますかということを᭩かせて、そ䛾後タ䝤レットでㄪ䜉させて、とにかくၥを
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ᣢ䛱ᐤ䛳て問の䝨ー䝟ーをᅇしㄞみして䚸その中でㄡのが୍␒⯆῝䛛䛳䛯の䛛を䜾ループでᢞ

⚊して䚸そ䜜をみ䜣なでពぢをฟしྜいなが䜙῝䜑ていこうというᡭ㡰䛰䛳䛯䚹次年ᗘ௨㝆䛥䜙に䝇䝔

䝑プ䜰䝑プしてい䛡る䜘うにᛮう䚹 

ᩍဨ䠖⚾の講座䛿᭱ึ䜾ループ䛛䜙ጞ䜎䛳て䚸䜾ループ䛤とに別䚻の国に⌧ᅾὴ㐵䛥䜜ている㟷年ᾏ

እ༠ຊ㝲のேと䝁䞁䝍クトをと䛳て䚸その国のሗを▱る中でそ䜜䛮䜜問題Ⅼを⪃䛘䛥䛫䚸プ䝺䝊䞁に

䜎と䜑ることを᭱ึに䜔䛳䛯䚹その中䛛䜙䝔ー䝬をぢつ䛡るというのを基ᮏにし䛯䚹㐪う䝔ー䝬に⾜䛳䛯

生ᚐ䜒い䛯が䚸ᅇ発表し䛯う䛱のఱே䛛䛿そこ䛛䜙䛥䜙に῝䜑てというᙧにな䛳ているので䚸取り䛛

り䛿䜾ループでጞ䜎䛳䛯とᛮう䚹 

ᩍဨ䠖⚾のሙྜ䛿䜾ループワークを導ධの際に䝔ー䝬タᐃに⏝し䛯䚹ᮏ校の探究䛿ᚑ᮶ 㻠㻜㻜㻜 Ꮠの

䝺䝫ートを᭱ᚋにୖ䛢るということを䝂ールの୍つにしている䚹䛰䛛䜙䚸᭱⤊的に䛿ಶேの研究をす

ることになる䚹䝔ー䝬タᐃのᡤでで䛝てい䛯䜾ループ䛛䜙䚸᭱⤊的に䛿୍ே୍ே別䚻の課題を㑅䜣で

⾜䛳ている䚹䛹こ䛛でྠ䛨䜘うな䝔ー䝬の生ᚐが㞟䜎䛳て䜰䜲䝕䜰をฟしྜ䛳て䜎䛯ಶேにᣢ䛱ᖐ䛳て

ということが䛒䛳䛯䜙䜘䛛䛳䛯と䛚ヰを⪺いてᛮ䛳䛯䚹 

ᩍဨ䠖⚾の講座䛿䚸ಶேと䜾ループを⧞り㏉してఱᗘ䛛䜔䛳䛯䚹ึ䜑䛿䝞䝷䝞䝷のⰼを㑅䜣䛰りし䛯が䚸

䜾ループにし䛯䜙ྠ䛨ⰼが㠃ⓑ䛟な䛳䛯り䚸୍⥴に䜔ることで全↛㐪うⰼに⯆をᣢ䛳䛯りしてい䛯䚹で

䜒㐪うάືを䜔䛳ていて䜒ᖐ䛳て䛟るᡤ䛿ఝていて䚸探究άືとして䛿とう䜎䛟⾜䛳䛯䛛なとᛮ䛳てい

る䚹 

䠘そのの䜰ド䝞䜲䝇䠚 

ጤဨ䠖ᚋの連ᦠඛに関して䚸ሗᥦ౪をව䛽てヰをし䛯い䚹ඛ䜋䛹 㻶㻵㻯㻭 のヰがฟ䛯が䚸こ䜜䛿䜔䛿り

大㜰の䝯䝸䝑ト䛰とᛮう䚹こ䜜を生䛛すの䛿༓㔛高校の特㛗になるとᛮう䚹国連のᶵ関で䜒日ᮏ国内

にい䛟つ䛛䛒る䚹୍つが䚸㼁㻺㻯㻾㻰 国連ᆅᇦ開発䝉䞁䝍ー䚹こ䜜䛿名ྂᒇにᮏ㒊が䛒る䚹この䜘うなᡤと

䝁䝷䝪すると䚸㈝⏝が䛛䛛䜙䛪に年にఱᗘ䜒い䜝い䜝ሗで䛝る䚹䜎䛯䚸国連⎔ቃ計画の国際⎔

ቃᢏ⾡䝉䞁䝍ー 㻔㼁㻺㻱㻼㻛㻵㻱㼀㻯㻕が大㜰の㭯ぢ⥳ᆅと大ὠのⅲ༙ᓥに䛒る䚹こういうᡤと䜒䝁䝷䝪す䜜

䜀ᐦに連ᦠが取䜜る䚹ᆅᇦで䜾ロー䝞ル 㻺㻼㻻 を䜎と䜑ている関す国際ὶᅋ体༠㆟会が䛒る䚹ⓒᩘ

༑ᅋ体の䝛䝑トワーク組織䛰䚹ຠ⋡的に大㜰に䛒る国際ὶᅋ体と䝛䝑トワークがస䜜る䚹 

ጤဨ䠖༞業生で䜒い䜝い䜝なᡤで関䜟䛳ているேがいるとᛮうので䚸䝇䝮ー䝈に䝛䝑トワークをసることが

で䛝䜜䜀いいとᛮ䛳䛯䚹課題を学校内でᢪ䛘るので䛿な䛟て䚸ሗ㞟の㠃で䛿እにຓ䛡をồ䜑ると

Ⰻい䚹㌟㏆に䜒↓ᩱで䛘䛯り䚸ὶをᣢて䛯りするᡤ䜒䛒る䛿䛪䚹䛬䜂学生䛯䛱に䝸䜰ルな体㦂䚸生

のヰを⪺䛟ᶵ会をຍ䛘てい䛟といいとᛮう䚹 
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